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プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

南砺市(26日)・川根本町(27日)の教育改革

赤星信太朗「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」(26日)
梅澤収「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」(27日)

日 月

Z o o m 開 催

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１
第3回(3年次)シンポジウム ２自治体

(川根本町・南砺市)
の事例を通して

２自治体
(川根本町・南砺市)

の事例を通して

第１部

第2部

第3部

右記申し込みフォームより必須事項をご記入の上、お申し込みください。

〜令和の教育にビルドインする〜
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄
制度のアプローチの枠組み制度のアプローチの枠組み
複雑系の実践⇄複雑系の実践⇄

〜令和の教育にビルドインする〜

27日
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.26
(        )sun

第１日

13:30

16:30

~

◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに

2023
2.27
(          )mon

第２日

13:30

16:30
~

趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する
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複雑系の実践⇄制度のアプローチの枠組み
ESD・国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト１：第3回(3年次)シンポジウム

  持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）とは、持続可能な社会の担い手<創り手>を育む教育です。世界に
ある様々な現代社会の課題を自らの問題として捉え、身近なところから取り組むことにより、それらの解決につ
ながる新たな価値観や行動を生み出すこと、そして,それによって持続可能な社会を創造していくことを目指
す学習や活動です。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、発展途上国のみならず、先進国自身も取り組む2016年から2030年
までの国際的な目標で、持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のタ ーゲットから構成されてい
ます（ ユネスコ国内委員会メッセージ2017より ）。
　プロジェクト１は、「公立小中学校の組織・カリキュラムのモデル開発を行い、ESD実践の推進と学校改革
を両立させる知見を全国に発信する」ことを目的としています.

～令和の教育にビルドインする～

ESD・SDGsを地域・学校改革とつなぐ
プロジェクト１

◆  プロジェクトの概要と今回のシンポジウムの趣旨

◆  南砺市（富山県）の教育改革～3年間の成果と課題 

◆  指定討論 <福畠真治(福知山公立大学准教授)> 

◆  意見交換

◆  赤星信太朗（教職大学院 現職教員院生）

　  「複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

◆  指定討論 ＜小岱和代(教職大学院特任教授 実務家教員)＞ / ◆  意見交換　

休憩 10 分

第 1 部

第２部

第３部

はじめに - ZOOM 入室  13:10

おわりに
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◆  シンポジウムの趣旨

◆  川根本町（静岡県）の教育改革～3年間の成果と課題

◆  指定討論　<佐々木織恵（開智国際大学准教授）> / ◆  意見交換

◆  梅澤収（静岡大学特任教授）

　  「複雑系の実践⇔制度のアプローチの教育改革」

◆  指定討論「発展的評価（Developmental Evaluation）からのコメント」

     <千葉直紀（インパクトマネジメントラボ共同代表）> / ◆  意見交換　
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第 1 部
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趣旨 2つの自治体のホリスティックな義務教育学校の構想を検討する

巻頭言

ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（基幹大学：静岡大学教育学部）は、2016 年度からユネス
コ活動費補助金の採択をこれまで３件（各最大 3 年間）受けています。2020 年度からは「SDGs 達成
の担い手育成(ESD)推進事業」の公募採択により、次のプロジェクト事業を行ってきました。
〇「ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発」（SDGsP1）
このプロジェクト（SDGsP1）は、公募分類 1（カリキュラム等開発・実践）のプロジェクトですが、

3 年目（2022 年度）の公募申請が不採択となりました。そこで、静岡大学の（プロジェクト事業）「終
了後の（経費）支援」を受けてプロジェクト内容・規模を縮小し、今年度活動を実施しました。
本報告書は、この３年次 2022（最終年度）の活動報告書（2023 年 3 月発行）です。初年次 2020（第

1 回）報告書は 2021 年 2 月、２年次 2021（第２回）報告書は 2022 年 2 月に発行しました。

SDGsP1 の目的は、SDGs 未来都市・南砺市（富山県）及び川根本町（静岡県）のホリスティックな
学校改革を支援しながら、モデル開発の研究成果を全国に発信することです。2 年次には、2 つの参
加自治体に加えて、帰還困難地の教育創造に取組む大熊町（会津若松市、3 年目は辞退）を得ました。
今回は、事業開始から３年経過しているので、その活動の全体総括も含めた報告書となっています。

P1 事業の特色は、「教師が内発的・創造的に実践・活動を行い、その成果を学校改革とシステム転
換に繋げる」という理論枠組みのもと、若手教育研究者（8 名から 9 名へ）を結集した組織「ESD ほ
りぷ」を立ち上げたことです。当初は、事業自体と各自治体の教育改革支援の全体像の可視化のため
に社会的インパクト評価手法であるロジック・モデル（LM）を作成し、支援活動を行う方向性を探
究しました。しかし、２年次に日本教育政策学会と共同開催した公開シンポジウム「ＥＢＰＭ時代における
教育実践と制度改革の枠組みの構築～公立学校の変革支援の枠組みをどう創るか～」を契機に次のような
取組みに転換しました。すなわち、「自治体の教育改革支援の枠組みと大学教育・教師教育の改革枠組みを
「機関包括型（whole-institution）アプローチで探究する方向性」です。

これを受けて３年次は、自治体の改革支援のさらなる推進と検証、モデル開発の理論的・実践的な総括的
な検討を行って、全国にその成果と課題を発信することとしました。主な活動は 5 点です。
１． 自治体の教育改革支援の活動等は、引き続きそれぞれの自治体で展開しています。2 つの自治体の

教育改革はプロジェクト開始から 3年経過しましたので、改革の進捗状況と成果と課題を整理しました。
２． 「モデル開発」の枠組みに基づいてまとめた「教職大学院の改革方向性」を確認して、教職大学院改革

プロジェクトを立ち上げて活動を開始し、全国５大学の教職大学院のインタビュー調査を行いました。
３． 全国５大学の教職大学院のインタビュー調査では、プロジェクトメンバーだけでなく、静岡大学教職大

学院の現職大学院生も調査に参加していただきました。他の教職大学院の現職教員との意見交換の
機会は非常に有意義であったようですので、今後の展開が期待されます。

４．若者（youth）が ESD/SDGｓの活動を企画実施する活動を行いました。大学教員が支援し、大学生が中
学校の生徒に防災・減災学習を、ESD/SDGｓの視点を入れて授業を行いました。

５．第 1 回（2021.2.4）、昨年度第 2 回（2022.1.25）に続き、プロジェクトの最終成果報告会を兼ねて、第３回
シンポジウム「複雑系の実践⇔制度のアプローチの枠組み～令和の教育にビルドインする～」をZoomに
より、2 日間にわたり開催しました（2023.2.26<日>,27<(月)>）。

さて、中央教育審議会は「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会を置き、昨年 12 月 19 日に答
申を出し、改革工程表を示しました。答申は、学校と教師の役割の現代的な変化を指摘し、それを教師の資質・能
力向上とNITS（教職員支援機構）の整備充実による研修（学び支援）、管理職による教師に対する学びの管理と指
導の枠組みを柱にして提示しています。本プロジェクトは、答申の考え方を取り入れながらも本格的に学校のシス
テム転換を視野に入れた教育政策と学校・教師改革の実践・検証を繋げることです。
具体的には、「教師の内発的実践力を引き出し、学校制度（システム）を質的に転換する枠組み（システム思考）

を理論的実践的に探究する」ことです。残念ながら、答申には、学校と教師の構造的なシステム改革（変容）という
転換期の視点が希薄な（ない）ために、結局は教師に過重な責任を押し付ける論理（考え方）となっています。問わ
れるべきは、学校・教師のシステム構造改革に重大かつ多大な責任を負う（期待も大きい）教育政策担当者、及び
教育行政担当者のあり方・役割、指導主事や校長・副校長・教頭等の教育リーダー・学校管理職の役割（リーダー
シップ）と責任等の観点です。
内発的実践者としての教師と、教育政策・行政担当者や校長等が双方向（実践⇔学校⇔政策）の良好な円環関

係を構築できることによってのみ、実効性のある教育改革の実践を創造することができると考えます。
最終年度の本報告書がどれだけ上記の内容に迫っているかは、みなさんの評価に待つことにしますが、

この方向性で、みなさんとともに令和の教師教育改革を創造していくことを期待しており
ます。

2023（令和 5）年 3 月 10 日
梅 澤 収（静岡大学特任教授）プロジェクト（P1）リーダー  

cESDふじくん
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ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム プロジェクト１(P1) 3 年次（第 3 回）シンポジウム

ESD 実践の基盤となる公立学校の組織・カリキュラムのモデル開発

プロー に

2023 2 ZOOM

プロー        

Akahoshi shintaro 

私の 2 のアクションリ ーチを させていただきます。 本教 長のようなス ールの大きな

話ではありませんが、一つの学校に対して学校改善の研 を行った となります。私の研 は、

「持続 な学校 くりのための学校改善に関する研 システム思考と複雑系アプローチによるア

クションリ ーチ 」です。

問 の ですが、2 に私が教職大学 に入った時には ESD に関する 実践を行いたい

と考えていましたが、大学 の を ける で現 は VUCA であることを りました。現

は、コロ ウイルスやロシアによるウク イ など 3 には考えもしなかったことが現実的に

起きており、現 は複雑で不 実、 難な事 と言えます。 に学校においても問 は

化・複雑化しています。 どもを取り巻く問 、教職員を取り巻く問 、さま まなものがあり、この

ような 化・複雑化する問 によって現 の学校という には 感や行き まり感が っている

と考えています。

そのような問 の から教職大学 に入学した当初の で、「持続 な のつくり を

成したい」という思いよりも、「学校そのものが持続 でありたい」と うようになりました。

では、持続 な学校とはどのような学校でしょうか。 （2022）は持続 な学校についてこう

ています（ 参考）。また 校の目 す学校 は以下（ 参考）のように示されています。

これらを みて、私は、持続 な学校を「生徒、教職員、 者、 など学校に関わる にとっ

ても well-being な学校」と し、そのような学校 くりに したいと考えました。

研 の目的です。持続 な学校 くりを実現するための学校改善の り方について、「システム

思考と複雑系アプローチを 用したアクションリ ーチによって らかにする」ことです。実 先、期 、

対 方 は以下（参考 ）のとおりです。

ク リ ー

アクションリ ーチの を します。アクションリ ーチ として、2021 8 から 11 に学校

改善を目的とした全教職員による「学校の今と未来を語り合う研修 」を行いました。その 果から

を行い、 のアクションに けてシステム思考と複雑系アプローチの を参考にしました。 複雑

系アプローチの から のアクションリ ーチの取組みとして、 合学 の リ ム 、

チーム担任制の提案を行いました。 と について、 対 に けて、リ ーム図を作成し

て、より 体的な提案をしました。

今 は、 合的な学 の時 の リ ムである「いいだ学」の実践とチーム担任制の実践を、

1 を に 学 で進めてもらいました。また教員一人一人には、今の学校の現状で何が問

かを捉えるための意識 を 8 に行い、複雑系で学校改善を考えるための現状 を行いました。

1 のアクションリ ーチの として全職員から聞き取り をしたいところでしたが、研 の期
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私の 2 のアクションリ ーチを させていただきます。 本教 長のようなス ールの大きな

話ではありませんが、一つの学校に対して学校改善の研 を行った となります。私の研 は、

「持続 な学校 くりのための学校改善に関する研 システム思考と複雑系アプローチによるア

クションリ ーチ 」です。

問 の ですが、2 に私が教職大学 に入った時には ESD に関する 実践を行いたい

と考えていましたが、大学 の を ける で現 は VUCA であることを りました。現

は、コロ ウイルスやロシアによるウク イ など 3 には考えもしなかったことが現実的に

起きており、現 は複雑で不 実、 難な事 と言えます。 に学校においても問 は

化・複雑化しています。 どもを取り巻く問 、教職員を取り巻く問 、さま まなものがあり、この

ような 化・複雑化する問 によって現 の学校という には 感や行き まり感が っている

と考えています。

そのような問 の から教職大学 に入学した当初の で、「持続 な のつくり を

成したい」という思いよりも、「学校そのものが持続 でありたい」と うようになりました。

では、持続 な学校とはどのような学校でしょうか。 （2022）は持続 な学校についてこう

ています（ 参考）。また 校の目 す学校 は以下（ 参考）のように示されています。

これらを みて、私は、持続 な学校を「生徒、教職員、 者、 など学校に関わる にとっ

ても well-being な学校」と し、そのような学校 くりに したいと考えました。

研 の目的です。持続 な学校 くりを実現するための学校改善の り方について、「システム

思考と複雑系アプローチを 用したアクションリ ーチによって らかにする」ことです。実 先、期 、

対 方 は以下（参考 ）のとおりです。

ク リ ー

アクションリ ーチの を します。アクションリ ーチ として、2021 8 から 11 に学校

改善を目的とした全教職員による「学校の今と未来を語り合う研修 」を行いました。その 果から

を行い、 のアクションに けてシステム思考と複雑系アプローチの を参考にしました。 複雑

系アプローチの から のアクションリ ーチの取組みとして、 合学 の リ ム 、

チーム担任制の提案を行いました。 と について、 対 に けて、リ ーム図を作成し

て、より 体的な提案をしました。

今 は、 合的な学 の時 の リ ムである「いいだ学」の実践とチーム担任制の実践を、

1 を に 学 で進めてもらいました。また教員一人一人には、今の学校の現状で何が問

かを捉えるための意識 を 8 に行い、複雑系で学校改善を考えるための現状 を行いました。

1 のアクションリ ーチの として全職員から聞き取り をしたいところでしたが、研 の期

と という学校現 の を みて、 職と教 任、 学 任という ルリー ーへのイ

ン ー を （2023 ）1 に行いました。本研 での には、このイン ー を 用

していますが、最 的な教員の変 や私のアクションリ ーチの については 3 に全教員へ質

問 を行う です。アクションリ ーチの全体 は以上です。

体的なアクションリ ーチの内 に入る に本実践を える を します。1 つ目がシステム

思考。2 つ目が複雑系アプローチ。3 つ目がリ ーム図を作成し提案する。以上の 3 点になります。1

つ目のシステム思考です。 ン （2014）はシステム思考を、「事 一つの 立したものではなく、全

体の で互いに し合う として見る思考である」と ています。システム思考はよく

ルで えられますが、学校 の目に見えている で学校改善の 進があるとして、見え らい

分にはこれらの が れており、しかも互いに を え合っていると考えられます。つまり、学

校 は不 分であり、一体で考えることが学校改善を 進していくために であると言えます。

2 つ目は、複雑系アプローチです。複雑系とはその のとおり、「複雑に絡まり合っている状 」を

します。先 ど たとおり、 化 における学校での事 も複雑な から現われており、

系ではなく複雑系で捉える があります。つまり、 （2022）が言うように「 を見て も見る」とい

う感 で学校を捉え直し、学校改善のアプローチをしていくことが、複雑化している における学

校改善には ではないかと考えられます。

本来であれば学校改善につながるさま まな取組みが考えられますが、本研 では大学 に 学

する 、実質 1 という時 的制 がありましたので、 くある学校 のうち教員の 事の大

分である研修、 、生徒 の 3 つの 面からアプローチをしていきました。その複雑系アプロ

ーチを 化したものがリ ーム図になります。リ ームとはジル・ ルー による 成 の

考え方の一つです。 本語だと 下 、 っこになります。 に の目のように り らされている

造を します。これを参考に複雑系を 化したのがリ ーム図です。 と今 初めの

職員 の でリ ーム図を提案し、学校改善の方 を提案しました。

これが、1 に作成したリ ーム図（参考 ）になります。 上では「持続 な学校へ」という

があり、それ れの立 の人たちが well-being を感じるといった をイメージしている図ですが、

目には見えない 下の 分では くの学校改善の が絡まり合い複雑になっているイメージにな

ります。この複雑さを生かしながら学校改善を行うことが本アクションリ ーチの全体のイメージとなりま

す。

一つお りしておきたいことがありまして、初めから今 した 3つの を に いてアクション

リ ーチを進めたわけではなく、学校現 にアクションを起こし、その反 を かめながら はどんな

アクションを起こそうかと 教員と協 を ね、 （うよ） 折を てたどり いたのが以上の 3 つ

の です。従ってこうすれば学校改善はうまくいくというものではなく、その時その時 にぶつかり

合いながらもこの考え方を取り入れてみたらどうだろうかと、まさに複雑系の考え方でアクションリ ー

チを進めていったことをお えしておきます。
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ク り

ここからは、教職大学 生として 体的なアクションをしたことをいくつか していきます。アクショ

ンリ ーチ として 、「学校の今と未来を語り合う研修 」を行いました。学校改善を進めるに

当たってまずは現状 をしようと考え、SWOT 分 を行いました。SWOT 分 の については

させていただきます。

教員からは くの意見が出され、研修の いどおり教員 で本校の みと みの現状 をす

ることができました。しかし、改善方 を見ると現状から け出せず、学校改善に創造 が生まれてい

ないということが しました。それらを し、学校をもっと大きな で考えるためにシステム思考

の に学 、未来から現 を考えるバ ク スティン の を行うように のアクションリ ーチ

を進めていきました。

学校をより大きな時 で捉えるため、フ ア スティン だけでなくバ ク スティン 研修も行

うために、 ン チ ートを 用した研修 を行いました。従来の ン チ ートの 9×9 の ス目

を めなければならないという教員の 的な 担を らすため、私はこのような の ン

チ ートを しました。SWOT 分 と 、 人で いた後、学 との ループに分かれて

交 、協 を行いました。この研修では、学校の未来の から して今 な取組みを語り合うこ

とができ、先生方はより大きな で学校改善を考えることができました。

これらの研修の です。 の 方 として研修を けた全教員に質問 をしました。成

果としては、先生方の が大変 かったことが られます。これは、本研修は 期的な 果の

出にくい事 を教員 で語り合いましたが、 しい学校現 だからこそ、これからの学校がどうある

きかを 有する機 は大変 だったということがその につながっています。その で 研

修に した意見が教員の から出ました。これらの言 を学校改善の ントとして、私は なるアク

ションリ ーチとして 合学 の リ ム とチーム担任制の 入の 2 つを考えました。一見こ

れらは の 立てを考えているようですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直し、 と生徒

の 面から学校改善を進めていくこととしました。

ク リ

アクションリ ーチの として 合学 の リ ム を行いました。本校は の進める「し

ずおか学」の 6 つのテー の で を っています。そこで くの先生方と協 して した

・ 学 の リ ムを校 から「いいだ学」と 付けました。 体的な内 として 1 生、2

生、3 生は、このようなテー と内 でプロ ムを 成しました（ 参考）。 に 2 生を に

進めており、2 生は教 的な学 と 的な学 を取り入れた ・ 学 を行いました。

これらは生徒の 動の です（参考 ）。起 体 とか 図を った 上 のDIGとか避

難 ーム HUG といったもの。あるいは、 体 の で の 方、 の で

と を取り入れた 、また自 長にも来ていただいて、 の の や を聞く

も行いました。「いいだ学」を進めていくにあたって、これだけ くの 機関や と する

こともできました。

まとめ・ 現の 動では、 を 用しました。 では 12 の 1 に

下一 で が行われています。この機 を 用して、本校はこの を 校 と め、学

にある 17 の自 で生徒たちは に参 しました。生徒たちは の方 とともに

的に に参画し、その で 2 生には 成果の の を けてもらい、 の方 に

一
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ク り

ここからは、教職大学 生として 体的なアクションをしたことをいくつか していきます。アクショ

ンリ ーチ として 、「学校の今と未来を語り合う研修 」を行いました。学校改善を進めるに

当たってまずは現状 をしようと考え、SWOT 分 を行いました。SWOT 分 の については

させていただきます。

教員からは くの意見が出され、研修の いどおり教員 で本校の みと みの現状 をす

ることができました。しかし、改善方 を見ると現状から け出せず、学校改善に創造 が生まれてい

ないということが しました。それらを し、学校をもっと大きな で考えるためにシステム思考

の に学 、未来から現 を考えるバ ク スティン の を行うように のアクションリ ーチ

を進めていきました。

学校をより大きな時 で捉えるため、フ ア スティン だけでなくバ ク スティン 研修も行

うために、 ン チ ートを 用した研修 を行いました。従来の ン チ ートの 9×9 の ス目

を めなければならないという教員の 的な 担を らすため、私はこのような の ン

チ ートを しました。SWOT 分 と 、 人で いた後、学 との ループに分かれて

交 、協 を行いました。この研修では、学校の未来の から して今 な取組みを語り合うこ

とができ、先生方はより大きな で学校改善を考えることができました。

これらの研修の です。 の 方 として研修を けた全教員に質問 をしました。成

果としては、先生方の が大変 かったことが られます。これは、本研修は 期的な 果の

出にくい事 を教員 で語り合いましたが、 しい学校現 だからこそ、これからの学校がどうある

きかを 有する機 は大変 だったということがその につながっています。その で 研

修に した意見が教員の から出ました。これらの言 を学校改善の ントとして、私は なるアク

ションリ ーチとして 合学 の リ ム とチーム担任制の 入の 2 つを考えました。一見こ

れらは の 立てを考えているようですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直し、 と生徒

の 面から学校改善を進めていくこととしました。

ク リ

アクションリ ーチの として 合学 の リ ム を行いました。本校は の進める「し

ずおか学」の 6 つのテー の で を っています。そこで くの先生方と協 して した

・ 学 の リ ムを校 から「いいだ学」と 付けました。 体的な内 として 1 生、2

生、3 生は、このようなテー と内 でプロ ムを 成しました（ 参考）。 に 2 生を に

進めており、2 生は教 的な学 と 的な学 を取り入れた ・ 学 を行いました。

これらは生徒の 動の です（参考 ）。起 体 とか 図を った 上 のDIGとか避

難 ーム HUG といったもの。あるいは、 体 の で の 方、 の で

と を取り入れた 、また自 長にも来ていただいて、 の の や を聞く

も行いました。「いいだ学」を進めていくにあたって、これだけ くの 機関や と する

こともできました。

まとめ・ 現の 動では、 を 用しました。 では 12 の 1 に

下一 で が行われています。この機 を 用して、本校はこの を 校 と め、学

にある 17 の自 で生徒たちは に参 しました。生徒たちは の方 とともに

的に に参画し、その で 2 生には 成果の の を けてもらい、 の方 に

けて も行いました。

一つ 的なエ ー を させてください。 、 は 9 24 未 の 15 で大き

な を け、本校も によって 1 校になってしまいました。しかし、 校期 に自 的

に行 の ンティアに し、 の に立とうと行動に した生徒がいました。この生徒は、

「自 は 事だったので参 した。学校で 学生は 時に力になれると教わってきた」と語ってく

れました。 にも「いいだ学」のおか で を く することができたという も 聞くことが

できました。

「いいだ学」が まって 2 3 という もない でしたが、生徒たちの で 実に自 ・ の意

識が っていると感じたエ ー でした。これまで り状 で ・ 学 を進めてきた教職員

にとってもこのような生徒たちの に大変 気 けられました。

合学 の リ ム のアクションリ ーチの成果と です。 方 は全校生徒に ー

ル ームを って質問 を行いました。 的な質問とその 果を して示しています。これ

らを けて成果としては以上の 5 点が られますが、お読み取りいただければと思います。

また に対してもこのようになっております。成果と を踏まえて今後の を 3 点 させて

いただきます。1点目ですが、本校はこれまで 合的な学 の時 が系 的ではなく、 合的な学

の時 に対する教員の意識は くありませんでした。そのような で何 もその を えてきま

したが、1 ではまだまだ意識が 成したとは言い れません。この 1 で上 られた成果を示

しながら、継続して 合的な学 の時 に対する教員 の意識の 成を図っていきたいと考えて

います。

2 点目として、 を考える「いいだ学」には、 との は かせません。 との を

より 進させるためにコ ティースクールを 用することが ましいと考えています。本校は来 、

5 からコ ティースクールが本 的に まる になっています。この 組みを 用し

て との を めていきたいと考えています。

3 点目ですが、今 は 入初 ということで、ある プロ ムを めて 学 に下ろしま

したが、それが に を生み出してしまい、教員や生徒の 体 を ってしまったという反 もあり

ました。従って来 は「いいだ学」の目標は 動の大 は示しますが、内 については 学 、生

徒や教員に対話を にプロ ムを創 してもらい教員や生徒がワクワクしながら内 的に し、

できるプロ ムにア プ ートさせていきたいと考えています。

ク ー

続いて、アクションリ ーチの として、 な を持つ生徒を する学 内チーム担任制の

入を提案しました。

チーム担任制提案の動機として以下の 4 つが られます。2015 の 教 、 （2022）

12 に改 された生徒 提 、そして、本校の生徒と教職員の実 です。これらの動機から学校

内におけるチーム学校を実現するためにチーム担任制の提案へと りました。

提案の ですが、まず 2021 10 に校長に提案をしましたが、その反 は 的なものでし

た。その は、校長は 任校が 1 学 1 学 の 校で テ ンの学 任と の学 担

任をチームとして組ませていたところ、生徒も 者も 教員もみんな テ ンの 任を るように

なってしまい、その 果、 任の 担が し が成長しないという があったため、当初チーム

担任制には後ろ きでした。そこで私は を行い、チーム担任制はやはり本校に な 組みだ
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と考え、 入をあきらめるのではなく、さま まな先行研 、先行事 を して に 提案 を

まとめました。そして、2021 12 に本校校長に 提案し、チーム担任制の 入を 解してもらうこ

とができました。今 は校長と協 した 果、 たな取組みが めやすい 1 生を対 に学 内

チーム担任制を実 することになりました。

チーム担任制 入の参考を ントにさせていただいた自 体・学校は以下のとおり（参考 ）です。

でも私が参考にした自 体が、 教 員 の実践でした。な 教 員 の実践

を最も参考にしたかというと、4 つの が られます（参考 ）。 については、実際に

立 学校と 学校の 校長先生と Zoom を して直 聞き取り をさせていただくことが

できました。

先行実践を踏まえて私が提案したチーム担任制の がこちらです。学 の全ての教員が全ク

スにローテーションで回る A パ ーンや学 担任と学 任、 担任がローテーションで回る B パ

ーンなどの 組みを考えました。このようにさま まなパ ーンを示した上で学 の実 に じて

力的に 用できることを、2022 4 の 1 学 の で をしました。1 としては実 に

ついては時期を見て考えることでしたが、後期に入って改めて 1 と協 を ね、 が変わった

2023 1 11 から 6 にわたって実 することになりました。その際、学 任と 任と何

も協 を ね、本校 1 生の実 に じた学 内チーム担任制を しました。

ここに たもの（ 参考）が な協 内 です。 でも 1 の でいつ担任をローテーション

するかについては当初、私の提案は から まで全て担任が わるのはどうかというもので

したが、 任、 任からは、「 の初めと わりである と は担任が行きたい。6 行

くので 1 ク スに行かなくなると関わりが になってしまうため、生徒との関わりを つために

の ん の から にローテーションで担任が わるのはどうか」という提案を けました。

くの先行研 、先行実践を見てきた私でしたが、この 点は持ち合わせていなく、まさに「目からう

ろこが ちる」ことでした。 にも くの対話によって、より本校の実 に した になりました。

学 内チーム担任制のアクションリ ーチの成果と です。 方 は 1 生の生徒に質問

を行いました。これらを けて生徒 から見えた成果と は以上になります。 をお読みく

ださい。また じ質問 を教員にも行いました。そこから見られる教員 の成果と も で

お読み取り下さい。

これらの学 内チーム担任制の成果と を踏まえて今後の を たいと思います。まず と

ですが、これはインフ ー ルな でも教員 のコ ーションの は かせないということ

になります。その際ですが、ICT の 用が ではないかと考えます。今 GIGA スクール で 1 人

1 、また教員にも 1 ずつのパ コンが されつつありますので、ICT による 有

のシステムが されることが今後 められてくると思います。

3 つ目としては、生徒 や 者対 については初動や 口は学 担任であるようにしながらも、

担任や学 任だけが事案を えるのではなく、生徒と話す 、 者と話す 、 機関と 絡

を取る など、それ れの教員の 意、不 意を踏まえた 分担を行い、生徒 こそが「チーム

で対 する が だ」と考えます。これによって学 担任の 担と責任を（ 的 面と 的

面の 面において） しでも できると考えられます。

4 つ目は、 達 や な を する生徒には、その生徒の り感に り う 立てをしっか

りと考えていかなければいけないということです。 の 掛けだけでなく生徒の ジリエンスを め

るようなス ルト ー ン やスクール ウン ー、 教 へとつな 対 など、 の生徒
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と考え、 入をあきらめるのではなく、さま まな先行研 、先行事 を して に 提案 を

まとめました。そして、2021 12 に本校校長に 提案し、チーム担任制の 入を 解してもらうこ

とができました。今 は校長と協 した 果、 たな取組みが めやすい 1 生を対 に学 内

チーム担任制を実 することになりました。

チーム担任制 入の参考を ントにさせていただいた自 体・学校は以下のとおり（参考 ）です。

でも私が参考にした自 体が、 教 員 の実践でした。な 教 員 の実践

を最も参考にしたかというと、4 つの が られます（参考 ）。 については、実際に

立 学校と 学校の 校長先生と Zoom を して直 聞き取り をさせていただくことが

できました。

先行実践を踏まえて私が提案したチーム担任制の がこちらです。学 の全ての教員が全ク

スにローテーションで回る A パ ーンや学 担任と学 任、 担任がローテーションで回る B パ

ーンなどの 組みを考えました。このようにさま まなパ ーンを示した上で学 の実 に じて

力的に 用できることを、2022 4 の 1 学 の で をしました。1 としては実 に

ついては時期を見て考えることでしたが、後期に入って改めて 1 と協 を ね、 が変わった

2023 1 11 から 6 にわたって実 することになりました。その際、学 任と 任と何

も協 を ね、本校 1 生の実 に じた学 内チーム担任制を しました。

ここに たもの（ 参考）が な協 内 です。 でも 1 の でいつ担任をローテーション

するかについては当初、私の提案は から まで全て担任が わるのはどうかというもので

したが、 任、 任からは、「 の初めと わりである と は担任が行きたい。6 行

くので 1 ク スに行かなくなると関わりが になってしまうため、生徒との関わりを つために

の ん の から にローテーションで担任が わるのはどうか」という提案を けました。

くの先行研 、先行実践を見てきた私でしたが、この 点は持ち合わせていなく、まさに「目からう

ろこが ちる」ことでした。 にも くの対話によって、より本校の実 に した になりました。

学 内チーム担任制のアクションリ ーチの成果と です。 方 は 1 生の生徒に質問

を行いました。これらを けて生徒 から見えた成果と は以上になります。 をお読みく

ださい。また じ質問 を教員にも行いました。そこから見られる教員 の成果と も で

お読み取り下さい。

これらの学 内チーム担任制の成果と を踏まえて今後の を たいと思います。まず と

ですが、これはインフ ー ルな でも教員 のコ ーションの は かせないということ

になります。その際ですが、ICT の 用が ではないかと考えます。今 GIGA スクール で 1 人

1 、また教員にも 1 ずつのパ コンが されつつありますので、ICT による 有

のシステムが されることが今後 められてくると思います。

3 つ目としては、生徒 や 者対 については初動や 口は学 担任であるようにしながらも、

担任や学 任だけが事案を えるのではなく、生徒と話す 、 者と話す 、 機関と 絡

を取る など、それ れの教員の 意、不 意を踏まえた 分担を行い、生徒 こそが「チーム

で対 する が だ」と考えます。これによって学 担任の 担と責任を（ 的 面と 的

面の 面において） しでも できると考えられます。

4 つ目は、 達 や な を する生徒には、その生徒の り感に り う 立てをしっか

りと考えていかなければいけないということです。 の 掛けだけでなく生徒の ジリエンスを め

るようなス ルト ー ン やスクール ウン ー、 教 へとつな 対 など、 の生徒

の しさにもしっかりと き合う 立てが だと考えます。以上のものから今 、私が行ったチ

ーム担任制をあえて リジ リティーに するとしたら「学 学 チーム担任制」になります。これ

までの学 担任制を するのではなく、 しろ学 担任の 担を学 でチームを組んで し、

学 担任を するという意 合いを込めてこのように したいと思います。

さらに教員一人一人には複雑系で学校改善を考えていただくための出 点として、今の学校の現

状で何が問 かを捉えるための意識 を 8 に行いました。これらが回 の ですが、

全体的に現状に していないことが えます。そして、研修、学 、生徒 、教 、

くり は働き方改革と不 分であり、それ れ分けて考えるのではなく一体で考える があ

ることが改めて分かり、そのためには「複雑系アプローチによる学校改善の 」を 識すること

ができました。

ク リ ー

最後に全体のアクションリ ーチの です。対 者、時期、方 は以下のとおりになります。本ア

クションリ ーチの全体の成果として 1 つ目は、学校改善に な校 は全てつながっており、シス

テム思考の考えをもって学校改善に取り組 ことが であることは らかになりました。

2 つ目は、複雑系のアプローチで捉え直すことが学校改善への たな示 となったと言えます。イ

ン ー の で 教 から、「複雑系で学校改善を考えることは、 らく今後の学校 の

になるのではないか」というコメントをいただくこともできました。一点突 やそれ れが に進

学校改善ではなく、複雑系で学校改善を考えることの が らかになりました。

3 つ目ですが、学校改善には「 イバーシティー・ ネジメントが であること」です。 で

たように現 は に んだ です。だからこそ、その を するのではなく

を し、それらを生かしていくことで たな方 が生まれてくると言えます。生徒や教員、

者だけでなく なステーク ル ーを巻き込み、 を生かしながら学校改善をしていくことで思

いも ら ところに学校を良くしていく が まっているかもしれません。

以上の成果を に改めて本校のリ ーム図バージョン 2 を作成しました。これが 作ったバーショ

ン 1 です。これがバージョン 2 になります。 し 下の 分が えています。このように がある 下

の 分には、1 に作成したものよりさらに くの が わり、 の学校改善の が複雑に絡

まり合っている をイメージすることができました。

ク リ ー

本アクションリ ーチ全体の は 2 点です。

の 1 点目は、複雑系アプローチによる学校改善には長期的な 点が かせないということで

す。教 という みの には、これをやったらす にここが良くなるという 系の考えはなじまないと

私は考えております。学校改善も じことが言えると思います。学校 ではよく PDCA イクルを

実に回すことが大事だと言われていますが、複雑系で考えるのであれば、Do、Check、Action の 分

は 時に行うことが です。これによってス ー 感が し、長期的な 点をより 期的な 点にシ

フトチェンジすることができるのではないでしょうか。とはいっても学校改善には のスパンは

だと考えています。複雑系のアプローチを にさま まな取組みに対して教職員 の対話と協

働を行い、全体で学校改善を進めていく が大事だと思います。
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の 2 点目は、学校改善には働き方改革の 進が かせないことです。8 の教員の意識

でも らかになったとおり、全ての校 は働き方改革とつながっています。このことを に き、

に 実 を らすのはもちろんですが、そこに教員の 不 を 分に 解し、教員が働きが

いを感じながら校 に取り組めるような学校 が められていると考えられます。

以上の成果と を踏まえて本研 の ですが、これからの 不 な時 こそ学校現 で

は教員 がもっと を交わし、内 的にエージェンシーを めていかなければならないと考えて

います。その点においてシステム思考と複雑系アプローチで学校改善を進めていくことは、 な教

職員の思いを生かし 合していく、つまり、教職員 の対話と協働を生み出し、創 へとつな て

いく、学校改善の たな示 を えられたのではないかと考えています。

今 後の としては、これからの学校改善の ーパー ンは学 任と感じています。これはイン

ー の で校長、教 、教 は全体のことを考えていることが分かりましたが、 学 任は

やはり自分の学 をどう動かしていくかという 点が だったため、学 任がシステム思考と複

雑系で学校を考えられるようになれば学校改善はより 進するだろうと考えています。私は学校現

に りましたら、学 任 の立 でシステム思考と複雑系アプローチによる学校改善をしていきた

いと考えています。

最後になりますが、 のス イ で対話と協働、そして創 が大事だと ましたが、これを生み出

す 組みとして私の する 大学教職大学 学校組織 コースでは「学校 改善 研

員」という制 があります。これは、教職大学 における現職教員の学 の成果を学校改善に かす

ために、現職の大学 生が「学校 改善 員」という立 となって（ されて）、アクションリ ー

チを行うものです。

この制 によって、（現職の）大学 生の実践研 の取組みを制 的に する 組みが 化

されています。 えば、 期 に学校に することができる。 後も や 用ができたり

することで、 人的力 の 上だけでなく、自 体や学校の える組織的な問 解決へとシフトが

となるなどの 果が考えられています。

私も今回のアクションリ ーチでは、学校にとって 分 であり 分内 の人 であるというこの

組みを生かして、学校に大学 での学 を することができました。このような 組みがあること

でより教員 の対話と協働、そして創 へとつながることができたのだと しています。 用参考

はこちらになります（参考 ）。以上で私の を わります。
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の 2 点目は、学校改善には働き方改革の 進が かせないことです。8 の教員の意識

でも らかになったとおり、全ての校 は働き方改革とつながっています。このことを に き、

に 実 を らすのはもちろんですが、そこに教員の 不 を 分に 解し、教員が働きが

いを感じながら校 に取り組めるような学校 が められていると考えられます。

以上の成果と を踏まえて本研 の ですが、これからの 不 な時 こそ学校現 で

は教員 がもっと を交わし、内 的にエージェンシーを めていかなければならないと考えて

います。その点においてシステム思考と複雑系アプローチで学校改善を進めていくことは、 な教

職員の思いを生かし 合していく、つまり、教職員 の対話と協働を生み出し、創 へとつな て

いく、学校改善の たな示 を えられたのではないかと考えています。

今 後の としては、これからの学校改善の ーパー ンは学 任と感じています。これはイン

ー の で校長、教 、教 は全体のことを考えていることが分かりましたが、 学 任は

やはり自分の学 をどう動かしていくかという 点が だったため、学 任がシステム思考と複

雑系で学校を考えられるようになれば学校改善はより 進するだろうと考えています。私は学校現

に りましたら、学 任 の立 でシステム思考と複雑系アプローチによる学校改善をしていきた

いと考えています。

最後になりますが、 のス イ で対話と協働、そして創 が大事だと ましたが、これを生み出

す 組みとして私の する 大学教職大学 学校組織 コースでは「学校 改善 研

員」という制 があります。これは、教職大学 における現職教員の学 の成果を学校改善に かす

ために、現職の大学 生が「学校 改善 員」という立 となって（ されて）、アクションリ ー

チを行うものです。

この制 によって、（現職の）大学 生の実践研 の取組みを制 的に する 組みが 化

されています。 えば、 期 に学校に することができる。 後も や 用ができたり

することで、 人的力 の 上だけでなく、自 体や学校の える組織的な問 解決へとシフトが

となるなどの 果が考えられています。

私も今回のアクションリ ーチでは、学校にとって 分 であり 分内 の人 であるというこの

組みを生かして、学校に大学 での学 を することができました。このような 組みがあること

でより教員 の対話と協働、そして創 へとつながることができたのだと しています。 用参考

はこちらになります（参考 ）。以上で私の を わります。

2023年2月26日（土）
ESD•国際化ふじのくにコンソーシアムプロジェクト1 第3回シンポジウム

「第3部複雑系アプローチの学校改善の実践研究」

持続可能な学校づくりのための

学校改善に関する研究

ーシステム思考と複雑系アプローチによるアクションリサーチー

静岡 大学大学院教育学研究科

教育実践高度化専攻 学校組織開発コース

赤星信太朗

（静岡市立清水飯田中学校所属）

一〉 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 〉

1 問題の所在
・現代社会・・・不確実で、予測困難なVUCA社会

・学校における問題の多様化・複雑化

子どもいじめ、不登校、特別支援の生徒の増加等

教職員：長時間勤務、教員不足、偏った年齢構成等． 
「持続可能な社会の創り手の育成」よりも、

学校そのものが「持続可能」でありたい
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一►） 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞＞ 5 総括 ＞ 

1 問題の所在
「持続可能な学校」とは？

「持続可能な学校とは、どんな学校でしょうか？今も将来も長く快適に過ご
せる学校だとすると、 『大人はずっとこの学校で働きたい』『子どもは毎日学
校に行くのが楽しい』『外部の人からはこの学校はいい学校だねと言われ
る』というようなこと」（住田，2022)

•生徒一人一人が飯田中で学んで良かったと感じられる学校

・教職員が飯田中に勤めて良かったと働きがいを感じられる学校

・保護者や地域から飯田中に通わせて良かったと感じられる学校

（清水飯田中学校の目指す学校像）

誰にとってもwell-beingな学校づくり

| l 問題の所在 〉~〉- ウ3 実践を支える理論 ＞〉 4 アクションリサーチ 〉〉 5 総括 〉

2-1.研究の目的
持続可能な学校づくりを実現するための学校改善
の在り方について、システム思考と複雑系アプロー
チを活用したアクションリサーチによって明らかに
すること。

【実習先】静岡市立清水飯田中学校

【期間】2021年9月～2023年2月

【対象】飯田中の教職員（約30人）及び全校生徒（約490人）

【方法】アクションリサーチ（実践）写省察（理論）の往還
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| 1 ． 問題の所在 〉~ 3．実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞＞ 5 総括 ＞ 

2-2.研究の方法
アクションリサーチと理論の往還の経緯

| ： ：02; 10 1 1 12呼:34  5 6 7 8 9 101 1 122?2: 3 1 

AR① 

学校の今と未来を
語り合う研修会

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
—
チ

AR②‘ 
各学年での「いいだ学」の実践

A
R
⑥
 

全
教
員
へ
の
質
問
紙
調
査-

A
R⑤
 

管
理
職
と
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

I 1 問題の所在 ＞〉 2. 研究の目的・方法 〉~〉- ►> 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 ＞ 

3.実践を支える理論

①学校をシステム思考で考える

②学校改善を複雑系アプローチで捉え直す

③複雑に絡み合う多種多様な事柄を考慮した
リゾーム図を学校経営に取り入れることを提案
する
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| 1問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ジ置置ロー≫ 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 ＞ 

3-1. 
学校をシステム思考で考える

学校業務の

見えている領域

「問題や目標を一つひとつ孤
立した出来事としてではなく、
もっと大きな普通はあまり目
に見えない構造の中で、お互
いに影響し合う構成要素とし
て見る。 」 （ピーター •M ・セン
ゲ，2014)•9 
学校の業務である生徒指
導一学級経営一授業一働き
方改革等を不可分として一体
で考える

ピーター•M・センゲ『学習する学校』(P.200)より赤星作成

m-eul\• ー） 1⇒Jとl七lu,

| 1 問題の所在 〉〉 2．研究の目的・方法 ：― 9〉 4 アクションリサーチ ＞〉 5 総括 〉

3-2. 
複雑系アプローチで捉え直す

0不確実で複雑な社会において、表出している学
校での出来事（問題）を、「単線系(linearsystem)」
ではなく、 「複雑系(complexsystem)」で捉える。

ー「木を見て、森も見る」（梅澤，2022)という感覚で学校
を捉え直し、学校改善のアプローチをしていく。

0本研究では、数多ある学校業務のうち、 ①研修の
側面、②授業の側面、③生徒指導の側面の3つの
アフローチで学校改善を進めていき、「持続可能な
学校」づくりに向けて実践的に取り組んだ。
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1.問題の所在 ＞＞ 2 . 研究の目的方法 〉~一 〉4．アクションリサーチ ＞： 5 総括 ＞
 3-3. リゾーム図の提案

1 問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 〉

4-1.アクションリサーチ①
「学校の今と未来を語る研修会」の開催(2021年度）

＿ 5 総括

【フォアキャスティング研修(2021年8月6日）】

・SWOT分析（学校内外の強みと弱みの共通理解）
況"9• 9旦 ・99← 9屠9

亨 ー 一
9 4• 

Iロー'“---E:--如•.如9 *9• 994 , 9 9 9̀, "‘̀ 
"09 ’ 噌””心幻•が●● ‘ `”, I、.,"1・:、̀． ..a・̀“I 

i翌，‘：’gい 9 1 ば、ぶ~;:'ぷ： I 
"‘●皇鼻t負

1•・，．

91°"“ 
”̀"”'”,, り ，;;’;！＝•—+；；芯-?：古，—

i喜璽ぎ...，． 五言＼・'“'｝9かり1

＼
／
 

0
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つ
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員
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▲
現
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か
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| 1．問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉】'’日日暑＇贋日＇日~〉 5 総括 ＞ 

4-1.アクションリサーチ①
「学校の今と未来を語る研修会」の開催(2021年度）

【バックキャスティング研修(2021年11月1日、 8日）】

・マンダラチャート（未来の理想の姿から、現状を考える）

バックキャスティングから身える、漬水飯田中写校の特色づくり

九 9 し"B1  9ンバー， 99，ぷ・ m_り'， 1 

― 」・ tr1,, | •知fo輝正
淋 Iし1<h訊 9fふ‘,.,,l") 

•91an. ,· 
治恥k• •9 

"’卜
””、“
•Hヤrf

"l9 

I 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~一 〉 5 総括 〉

4-1. 
アクションリサーチ①の成果と課題

0研修の満足度 2S/,QJ@i!!i

20 

4：とても満足
15 

3：やや満足 10 

2：やや不満足 5 

010~) 

l：不満足 ゜

0両研修に共通した学校改釜—-教職員集団の

を認め、受I

「チーム担任制」の

導入を提案

5ヽ
3

こ、
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| 1 問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② オ寺続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の門巴：〗）キュフム開発(2022年度）

静岡市立應讐且忠翌E私た ［いぃだ学」 瓜亙足乙因豆豆立差包且ーとと認今

茫
一
〖

1年生：「自助」をテーマとした体験学習を中心としたプログラム

茫攣; |：西叩
に●加する

茫
犀
II

叫 2年生：「共助」をテーマとした体験学習と教科横断的な学びを進めて

いき、自治会別グループごとに分かれて「防災における地域貢献策」

を探究し、地域に発信していくプログラム

匹 1'i匹・ ・匹年1"西西
は(J)“え作る 1dm: 
，9.,災●
澤●につ
考える

茫
西
"

3年生：「自助」「共助」「SDGs」をテーマとした地域貢献策を個人探究し

ていき、地域に発信していくプログラム

| 1 問題の所在 〉〉 2 研究の目的・方法 ＞〉 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② 持続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の時間」のカリキュフム開発(2022年度）

3一と 1 9 ● ● - - ・ - . 

【連携した機関】

・静岡県危機情報課（「ふじのくにジュニア防災士養成講座」）
・静岡県中部地域局
・静岡市地域総務課
・静岡県地震防災センター
・静岡市消防局清水消防署
・静岡市社会福祉協議会
・日本赤十字社静岡県支部
・静岡県地球温暖化防止活動推進センター

【補助金・助成金】
・静岡教弘研修補助金
・減災教育プログラム（アクサ生命、日本ユネスコ協会）

訓練を活用(2022年12月4日）】
で地域防災訓練を実施
ともに積極的に防災訓練に参画した

5
g5
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1.問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法＞＞ 3 実践を支える理論 〉】'’日〗‘'園日＇日~〉 5 総括 ＞ 

4-2アクションリサーチ② 持続可能な社会の創り手を育て
る「総合的な学習の時間」のカリキュフム開発(2022年度）

•清水区は、 2022年9月 24 日未明の
台風15号の被害を受けた。

• 本校学区も、床上・床下浸水や車
の水没、断水などの被災を経験した。

・休校期間中、 自主的に災害ボラン

ティアに登録し、活動した生徒がい
た。

・「学校で『中学生は災害時に力にな
れる』と教わってきた」 （静岡新聞9月
29日の夕刊）

•他にも 「いいだ学のお陰で備蓄品
を多く準備することができた」という
声も。

・「自助」「共助」の力を発揮していた。

1 問題の所在 ＞＞ 2. 研究の 目的・方法 〉〉 3 実践を支える理論 〉~

4-2.アクションリサーチ②成果と課題
「いいだ学」を通しであなたの防災の意諜は高まりましたか？

n=433 (4；とても高まった、 3：少し高まった、 2：あまり高まらなかった、

1 ：全然高まらなかった）
珈

200 

100 

511.211,1 ,oa．露）

「いいだ学」を通して防災 ・減災以外で高まったと思う力は
何ですかつ （複数回答可） 人女

0 SO 100 ISO 200 250 300 350 400 

「いいだ学」の活動'3対して見過しをもっヵ

問題（災舌など）を地球規模で考えるカ

目分で課題（テーマ）を設定するカ

情蝙を双稟するカ

藁めた情報を整還し` 分訴するカ

新たなれ1アイディア）を創造するカ

字んだことや考えたことをまとの名視するカ

ぬと協働するカ

問題駐決に向11て、できることから囚き出そうとするカ

地域に頁献しようとするカ

自分の活動を振り返り、次の活動に繋げるカ

一 〉 5 総括 〉

【成果】

①生徒の防災・減災（自助・共助）の意
識が高まった

②学校の探究成果の発表等の対象を
地域にすることで、「課題設定力」「情

報収集力」「表現力」などの生徒の汎
用的な能力が高まった

③地域と連携することで、地域コミュニ

ティの中で生徒自身が自分の立場を
考える機会になった

④地域との連携した総合学習を進め

ていくことで、今まで以上に地域に学
校の様子を知ってもらうことができた

⑤中学生の地域の防災行事への参加
は、 地域の方々の地区防災の意識の
醸成や地域の活性化につながった

5ヽ
3

こ、
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1.問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理謡 〉~
_ 

〉 5 総括 ＞ 

4-2.アクションリサーチ②成果と課題

【課題】

①今年度のプログラムからは災害を地球規模で捉え、防災の意識をもって
足元から動き出せる生徒の育成までは至らなかった

②学校現場の多忙の現状や様々な学校行事とのバランスを考え、 活動を
精選しなければならない

【今後の展望】

①総合的な学習の時間に対する教員集団の意識の醸成を図る必要性

②地域との連携を促進させていくために、コミュニティ・スクールを活用する
こと

③来年度以降の「いいだ学」の運用については、 生徒が内発的に地区防災
を探究し地域貢献できるプログラムにするべく、教員や生徒から広く意見を
募り、プログラムを創発していく姿勢で協議を重ねていくこと

1. r:竺 竺 王 〉 2．研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
0「チーム担任制」提案の動

【中教審答申「チームとしての学校の在り方と今後の改 【文部科学省「生徒指導提要改訂」(2022)】

善方針について」 (2015)】 ・舅3重「チーム学校による生徒指導体制」
「チーム学校」が求められる背景 •第 13軍「多機な背景を持つ児童生徒への生
①斬しい時代に求められる資賣・能力を育む教育課桓 徒指導J

を実現するための体割整傭

②複雑化・多機化した課題を解決するための体制整●
③子どもと向き合う時間の確保等のための体制整●

【生徒の実態】 【教職員の実態】

不登校生徒や、多様な背景（発達障害、複雑な家庭環 教職員の個棠化 学`級担任の負担増加、ベテ
境）をもつ生徒の増加 ランから若手教員への技術伝承の場の減少

すより多くの教鰤が1人1人の子どもと関われるようにし す熟違した技術や子どもの情輻交換・情輻共

たい 有の必然性を生み出し、学級担任の負担を分
担したい

ー学校内における「チーム学校」を実現するために、

「チーム担任制」の提案ヘ

臼ヽ
4
こ
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| t問題の所在 〉〉 2．研究の目的・方法＞＞ 3 実践を支える理論 〉~

4-3.アクションリサーチ③
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
0提案の経緯

_ 
区 5 総括 ＼

／
 

2021年1.Q月～12月
・改めて「チーム担任制」の目的、具

体的な内容を精査し、 様々な先行

研究・事例を調査して丁寧にまとめ

た

・「生徒指導提要改訂（案）」や「働き

方改革」などの視点も盛り込んだ

0導入のヒントにした自治体・学校

[ •富山県南砺市教育委員会 ］ ・東京都千代田区立麹町中学校

・岐阜県各務原市立蘇原中学校 ・徳島県松茂町立松茂中学校

・熊本市立東野中学校・鹿児島市立城西中学校

•新潟市立内野中学校·茨城県取手市教育委員会

2021年1.Q月
校長に提案

↓ 

否定的な回答

2021年12月

校長に再提案

↓ 

快諾してもら

い、来年度の

学校経営方
針に盛り込む

実
施
ヘ

熊本市教育委員会

二 こ三色五五丑〉之巳澤を支える理論
4-3.アクションリサーチ 3

多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム担任制」の
導入(2021-2022年度）

＜緬田中型チーム担任制のイメージ＞C

置 一＜ソ
l

5.総括 ＞
 

←̀  

これまでは字級ごと

心
● 一 人一人の状況や変化 に対して、紺数の

教口の多様な見方で 受 け 止 め、対応する
ことが できます。 .... 

● チ ームで一人一人の子供を見て、協力 し
て指む ・支援にあたることができます． ←

これか らは学年教 貝がチー ム

＜恨J>AパターンC

盟認温雲将忠＾ マ 呼

＾ 様々なパターンを提示し、 時期や学年の実態に応じて

弾力的に運用できることを4月の学年部会内で説明・提案

↓ 

1年部が時期を見ながら実施

ー2023年1月11日～2月16日に実施

5ヽ
3

こ、
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1. --三--こ4-3.アクションリサーチ 3
多様な背景をもつ生徒を包摂する「学年内チーム
担任制」の導入(2021-2022年度）
［飯田中1年部型 「学年内チーム担任制」の内容】． 一 一①一週間の中で

いつ担任をロー

テーションする
か？

•月曜日と金曜日は学級担任。 1週間の見通しや振り返りとなる

・火曜日～木曜日にローテーション
月曜日と金曜日は学級担任が行

で担任が代わる。
き、学級の生徒との関わりを保つ
ため。

②何をチーム担
任制にするか？

導

会

会

指

の

指

の

食

り

掃

徒

級

徳

朝

昼

帰

清

生

学

道

．．． 学級担任の負担を軽減するため。

増やす

を請け

三
多くの「対話」によって、より
実態に即した形となった。 年部職

をもつ

1 問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③生徒側の成果と課題
「チーム担任制」について、あなたはどのように感じていますかつ （4：とても良い取り組みで

ある、 3：良い取り組みである、 2：あまり良い取り組みではない、 1：良い取り組みではない）

n=l34 

80 

生徒の回答

60 

40 

,o 
2(1,S%） 

【生徒の側面での成果】

①多くの生徒が「チーム担任制」を前向きに捉え、 楽し
く学校生活を送ることができた。

②これまで関わりの少なかった学年部の教員と交流
が深まり、 新たなつながりを形作ることができた。

③様々な教員と交流して新たな学びや多様な価値観

に触れることができ、 自分の生き方について考える機
会となった。

④様々な教員がクラスに入ることで、生徒は自分のク

ラスを振り返ったり改善しようとしたりして、 学級への
所属感・帰属感を高める姿が見られた。

【生徒の側面での課題】

①今までの担任が良いと思ってい

る生徒や環境の変化が苦手な生徒

にとっては、担任が週ごとに代わる

ことをネガティブに捉えている様子
であった。

②少数ではあるが「チーム担任制」

の目的が伝わっていない生徒がい
た。
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4-3.アクションリサーチ③教員側の成果と課題
「チーム担任制」について、あなたはどのように感じていますか？（4：とても良い取り組みで
ある心 ：良い取り組みである、 2 あまり良い取り組みではない、1：良い取り組みではない）

n;6 
3 

教員の固答

。
0(0%) 

l 

1 

【教員の側面での成果】

①一度自分のクラスから離れることで俯緻し
てクラスを見ることができ、 改めて生徒の良
いところや人間関係に気付けて生徒理解が
進んだ。

②教員同士の情報共有が進み、 チームで生
徒指導をしたり、チームで学年の生徒を育
てたりする意識が高まってきた。

【教員の側面での課題】

①生徒指導上の問題が起きた場
合などの最終的な責任は元のクラ
スの担任に負担がかかるところは
変わっていない。

②提出物や欠席連絡などが前後す
るなど、 教員間の連絡や情報交換
が円滑にいかないところが散見さ
れた。

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ）〉 3 実践を支える理論 〉... 一 〉 5 総括 〉

4-3.アクションリサーチ③成果と課題

【「チーム担任制」の今後の展望】

①出欠席や遅刻早退の情報共有・情報交換がスムーズにできるシステム
を確立すること • ICTの活用が最適

②教員問で担任業務や生徒の情報共有 （フィードバックも含めて）がで
きるよっ、 日常のコミュニケーションを増やしていく こ と • ICTの活用も

③問題行動に対する生徒指導や保護者対応は初動が学級担任であるが、
担任と学年主任、生活担当の教員だけで事案を抱えるのではなく、 生徒
福導こそチームで対応することが必要

④発達障害や特別支援を要する生徒の困り感に寄り添う手立てを考える
こと一個別の声掛けや、 SCや通級指導教室など外部機関とつなぐ

・レ
「学級担任⇔学年チーム担任制」 と命名

5ヽ
3
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| 1．問題の所在 ＞〉 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 〉~ 5 総括 〉

4-4アクションリサーチ④
複雑系アプローチに繋げるための、教員の意識調査
El 時： 2022年 8月 5El

為所：湾水飯田中学校躙口 研修、学級経営・生徒指導、授業づく
形式： Google formによ」

り・教科指導は、 働き方改革と不可分
であると捉える必要性がある

15 

10 

5
 

゜

一 少し瀾足している ••' あまり満足していない 一 年恣瀑足していない

i，籟りき方改品について し2研位 (fl!.内切位や敦耐セ ン ，91白身のア級紅宮（ア年狂 ，4 曰身の疫麟つくり・叙Milt
ターヨA蘊の研）について 宝） • 生紐托渇91こついて 口について

様々なアクションリサーチをしている中で、 教員一人一人が

複雑系で考えられるようにする必要性を考えたため、

•I 複雑系アプローチを学校改善に繋げるための出発点として、
教員の現状の意識調査を行った

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞~一5 全体のアクションリサーチの総括
【評価のための検証方法】

0対象者：校長、教頭、主幹教諭、各学年主任のミドルリーダー

0時期： 2022年12月16日～19日

0方 法：半構造化インタビュー

①8月に行った教員の意識調査の結果を見て、どのように感じますか。

②複雑系による学校改善の手立てについて、どう考えますか。

③現職教員の大学院生がこのように学校現場に入って実践研究

（アクションリサーチ）をすることについて、どう考えますか。
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1 問題の所在 ＞＞ 2 研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える理綸 ＞＞ 4 アクションリサーチ 〉、一5 全体のアクションリサーチの総括
【本アクションリサーチの成果】

①「持続可能な学校づくり」を進めていくために必要な校務（研修・
生徒指導・学級経営・授業づくり・働き方改革など）はすべてつな
がっており、その視点（システム思考）をもって学校改善に取り組む
ことが重要であること。

②「持続可能な学校づくり」のための学校改善の在り方に対して、
猿雑系アプローチで捉え直すことが学校改善への新たな示唆を与
スられたこと。

③学校改善には「ダイバーシティ・マネジメント」が必要であること。

※「ダイバーシティ・マネジメント」とは、 様々な価値観や背景をもっ
た人たちが活躍できる場を整え、その多様性を学校経営に活かす
取り組みのこと

1 問題の所在 〉〉 2 研究の目的・方法 〉〉 3 実践を支える理論 》〉 4 アクションリサーチ 〉~一

ぶ’’ク
ミ 合
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| 1．問題の所在 〉〉 2 研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理謡 〉~＞ 4 アクションリサーチ 〉、一5 全体のアクションリサーチの総括
【本アクションリサーチの課題】

①複雑系アプローチによる学校改善には長期的な視点が必要であ
ること。

一様々な学校改善の取り組みに対して確実にPDCAサイクルを回し、
場合によっては実行・評価・改善を同時に行いながら(P-DCAのイ
メージ） 、教職員同士の対話と協働によって学校改善を進めていく
姿勢が必要。

②学校改善には働き方改革の推進が欠かせないこと

ーすべての校務は働き方改革とつながっていることを念頭に、単に
授業時数を減らすだけでなく、教員の得手不得手を十分に理解し、
それぞれの教員がやる気をもって働き甲斐を憾じながら校務に取り
組めるように学校改善を進めていくが求められる。

| 1 問題の所在 ＞〉 2.研究の目的方法 ＞＞ 3 実践を支える理論 ＞＞ 4 アクションリサーチ ＞~一5 全体のアクションリサーチの総括
【本研究の総括と今後の展望】

0これからの予測不可能な時代こそ、 教員同士がもっと議論
を交わして創発をし、内発的に主体性(Agency)を高めていか
なければならないと考えている。

0その点において、 システム思考と複雑系アプローチで学校
改善を進めていくことは、多様な教職員の思いを生かし（対
話・協働）、統合していく（創発） という観点からも学校改善の
新たな視点として示唆を与えられたのではないか。

臼ヽ4こ、
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1.問題の所在 ＞＞ 2.研究の目的・方法 ＞＞ 3 実践を支える 理 綸 ＞＞ 4 アクションリサ ー チ ジ一5 全体のアクションリサーチの総括
【最後に・・・】

0静岡大学教職大学院学校組織開発コースでは、学校改善ヘ
の貢献や修了後の学校現場への還元を効果的にするために
「学校等改善支援研究員」制度がある。

0現職の大学院生が「学校等改善支援研究員」として所属校や
各教育委員会の学校等改善に向けて活動する。

大学院生による学校支
援のかたちをより明確化

することができる。

大学院派遣期間中に、
学校に貢献することが

できる。

ロ^
CV9
 

9̂
-

Ce
"
＂ 

修了後も、学校現場への
還元ができたり、成果を組
織的に活用できたりする。

教員の個人的力量向上だ
けでなく、 自治体や学校の
抱える組織的な問題解決
へとシフトが可能となる。

引用・参考文献一覧
ピーター•M ・センゲ他著、リヒテルズ直子訳 (2014) 『学習する学校』英治出版

吉永良正(1996)ff複雑系」とは何か』講該社

ロパート・アクセルロッド、マイケルD.コーエン、寺野隆雄訳(2003),複雑系組織論ー多様性・相互作用・淘汰のメカニズムー』ダイヤモンド社

住田昌治(2022)「学校運営を『持績可能』にするために管理臓がなすぺきこと」教疇研修(2022年1月号）教育開発研究所

梅澤収(2022)「教育実践を学校・教師改革に繋げる：ESD/SOGsのホールスクール・アプローチJ静岡大学教育実践総合センター紀要

門苔涵厖沿籠蓄校の内発的な実践と改革のためのアクション・リサ＿チ～複繰型思考とwhole-institutionアプロ→～」2021教臓大学院生を活用

マネジメント研修カリキュラム等開発会謙(2004)『学校組織マネジメント研修一これからの校長・教頭等のために一』

蒻蘭甜やi)「学校組織マネジメント研修の有効性に関する一考察ーこれからの学校に求められる組織力の構築ー」秋田大学教臓大学院教育実践

大谷俊彦(2019)『「学校経営マンダラート」で創る新しいカリキュラム・マネジメント』ぎょうせい

中央教育審謙会答申(2016)『幼稚園 小`学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について』

文部科学省(2017)『中学校学習指導要領総則』

日本ユネスコ国内委員会(2021)『持絨可能な開発のための教育(ESD)帷進の手引き（再改訂）』

中央教育審講会答申 (2015)「チームとしての学校の在り方と今後の改善方針について」

n岡市教育委員会学校教育課(2018)『静岡型,1ヽ中一貫カリキュラム【傾説l』

闘嘉羞魏翌詞喜百劇講悶塩店五貸？器3認競・惹野孟盈迂渇麿委器魯紺醤糾女濯閉哭素社酪喝点盃卸')1T拉宕令』の

文部科学省(2022)『生徒指導提要（改IT)』

祖濯―、高田公美(2021 ) 「南砺市の教育改箪ー持紐可能教育基盤を創る一」ESO• 国際化ふじのくにコンソーシアム2020年度SOGsプロジェクト 1 成果
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(Konuta kazuyo )

赤星さんが学ぶ学校組織 分 に する校長 のある実 教員です。 では学校

とファシリテーションなどコ ーションを にした学校 について取り っておりまして、今

うス イ は教職大学 の方 は で見たことがあるス イ ばかりです。

赤星さんの研 につきましては、 先生が なさったものですが、私も じ分 にいます

ので 的には聞き っておりました。ですが、全体的に はしていなかったので本 、 的な

点からお話ができるかと思い をお けした です。

この実践研 の意 について、4 点 させていただきます。

1 点目は、赤星さんは、現 において「学校 改善 研 員」だからと大上 に りか すので

なくて、 校の ルリー ーとして の で組織 に当たった、その事 として非常に意

があると思います。

2 点目です。一 の先生にはシステム思考、複雑系アプローチなどの はとても難しいのですが、

実践は分かりやすく取組みやすいものになっていました。学校改善としてはまだ ばではあります

が、「未来を語り合う研修」といった 組みによって一分 の取組みではなくて、学校全体を動かす

「全体最 化を図る研修」であることによって非常に があったと思います。

3 点目です。本当に学校というのは変わりにくいものです。そこに たな 組み、それこそシステム

思考とか複雑系アプローチなどを分かりやすく取り入れて、そして変化を起こしました。それが 3 つの

取組み、その たな 組み、 を自 な で実践に取り入れたこと。これがとても良かったと思

います。

4 点目です。チーム担任制のところで ておりましたが、決して最初からうまくいったわけでもない

しプロ スでもつまずきがありました。そういった難しいこと、うまくいかない時こそ対話を大事にしなが

ら いせずに待ちの で、そして先生方が から目 したいっていう 有 ジョンに め自

を き出していました。そこにもこの研 の意 があったと思います。

4

ここからは私の考えを させていただきたいと思います。

まず 1 点目と 2 点目についてです。1 点目、2 点目に関 して に 成 17（2005） 学

の ネジメント研修で ルリー ーの 、 ルリー ーの が られておりました。そして、

学校の が する 、 解決に けて ルリー ーのア プ ウンというものが一 クロー

ア プされたのが、 成 27（2015） の「チームとしての学校」でした。これは働き方改革も って

職の 担を するという意 もあって、一 ルリー ーの というものが まれたわけです。

そういう で赤星さんは学校の ーパー ンとして職 の 化、 教員の 成も図りながら

学校を変えようと 力なさいました。

そして 、 イバーシティーの時 。非常に 解決は難しく、組織全体で取り組 ことが

められる時 です。そういう時に未来を語り合う研修によって な意見を き出し、語り合って言

が じる にした。そして、アクションを起こすための 言語を 3 つ見付けました。研修の り方

に え、チーム担任制と 合の リ ム の 3 つです。その を果たしたという意 でも赤星

応ヽ
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さんの は大きかったかと思います。 言語を き出すための研修の 組みに、私は 力を感

じました。

「 の 本 学校教 を担う たな教 の学 の 」でも、ファシリテーション 力が たな教

員の 力としてうたわれました。ファシリテーション リー ーは、「 になってチームの でネ トワ

ークを り らしながら、チームを変えていく」 を果たすわけです。赤星さんには研 の ジョン

がはっきりありましたので、今回は に するというわけではなかったですけれども、人と人とをつな

ながら組織全体を 化し、ファシリテーション リー ーとして組織を動かしていったと思います。

赤星さん自 がファシリテーションの力を きながら ルリー ーとして力を えていった。その

が見られたので、私はとてもうれしく思っておりました。

「 の 本 学校教 の を目 して」をまとめた図 の で、成果は一 的な学校現 に

はあまり かない内 のように思われますが、 はどの学校もこれあるなということが かれており

ました。この について赤星さんは、 をクロー ア プするよりもリ ーム図として の っこの

下のところに、「学校にはこんな機 もある。こんな もある。こんな もある」ということをポジテ

ィブに捉えて、先生方にお示ししたわけです。そして、これを関 付けながらみんなで学校を変えて

いこうという取組みをしたのです。持続 な学校 くりについて な を見える化したリ ーム

図というものは、非常に面白い取組みだと思いました。これはどの学校でも一回作ってみるといいので

はないかと思いました。

そして、赤星さんはシステム思考を取り入れる を、 ルで しておりましたが、私は 本

ファシリテーション協 に しておりまして、ファシリテーション協 で、ロジ ルシン ン 、システム

シン ン を 果 で すことを学 ました。 えば生徒 。 果として生徒の 力があり非行が

えている。こういった時に を って、もっと しくしなきゃ、校 も しくしなきゃ、変えなきゃと

いうことに や の変 に りがちになりますが、システム思考というのは人や組織全体にアプロー

チする。この関係分 をするわけです。

生徒を変えるには、やっ り で 合的な学 の で、「自 を図ろう。自 的に取り組ませよう。

リア教 の 点を入れよう。先生方にはチーム担任制を取り入れて生徒 解を一 めよう」と、

それらを関 付けて取り組 のが「 果ループ図」です。この方が、一 果がある。良い をつく

ると言われます。 合的な学 の時 では、 者や も巻き込んで、 として生かすと一 良

い ができていく。 えが えると考えます。

3 点目です。変わらない学校に たな 組み、 を取り入れたということです。これについては

学校 の PDCA イクルがありますが、もうこれは が生じていると思います。 行事のように

学校 をする 、 分は変えることはできても学校全体を画期的に変えるというようなことにはなか

なか りません。 踏 に っている学校が いと思います。そういう で赤星さんは ブルル

ープ学 を組織に取り入れました。

これは ー ー・ ン の のシン ルループと ブルループですので、学校 の図 とはち

ょっと れるかもしれませんが、自分たちの従来からの 、 組みにとらわれて、PDCA をただ回

して 分を変えただけでは変わらない。チーム担任制とか 合の リ ム をみんなでやろうと

いう たな 組みを入れて考え直して、実際にやってみて 組みの 成をしていく。

赤星さんおっしゃったように なく今までやったものも大事にしながら、そこに改善の を入れ

ていった。今大事にしているものと しい 組みを入れたということが、まさに 2 つの ブルループに

なっています。この点でも を見出すことができました。

一

、99乞． 
-そ‘“'



プロー
29

分
冊
３
　
　
26
日
第
３
部

分冊３ー

さんの は大きかったかと思います。 言語を き出すための研修の 組みに、私は 力を感

じました。

「 の 本 学校教 を担う たな教 の学 の 」でも、ファシリテーション 力が たな教

員の 力としてうたわれました。ファシリテーション リー ーは、「 になってチームの でネ トワ

ークを り らしながら、チームを変えていく」 を果たすわけです。赤星さんには研 の ジョン

がはっきりありましたので、今回は に するというわけではなかったですけれども、人と人とをつな

ながら組織全体を 化し、ファシリテーション リー ーとして組織を動かしていったと思います。

赤星さん自 がファシリテーションの力を きながら ルリー ーとして力を えていった。その

が見られたので、私はとてもうれしく思っておりました。

「 の 本 学校教 の を目 して」をまとめた図 の で、成果は一 的な学校現 に

はあまり かない内 のように思われますが、 はどの学校もこれあるなということが かれており

ました。この について赤星さんは、 をクロー ア プするよりもリ ーム図として の っこの

下のところに、「学校にはこんな機 もある。こんな もある。こんな もある」ということをポジテ

ィブに捉えて、先生方にお示ししたわけです。そして、これを関 付けながらみんなで学校を変えて

いこうという取組みをしたのです。持続 な学校 くりについて な を見える化したリ ーム

図というものは、非常に面白い取組みだと思いました。これはどの学校でも一回作ってみるといいので

はないかと思いました。

そして、赤星さんはシステム思考を取り入れる を、 ルで しておりましたが、私は 本

ファシリテーション協 に しておりまして、ファシリテーション協 で、ロジ ルシン ン 、システム

シン ン を 果 で すことを学 ました。 えば生徒 。 果として生徒の 力があり非行が

えている。こういった時に を って、もっと しくしなきゃ、校 も しくしなきゃ、変えなきゃと

いうことに や の変 に りがちになりますが、システム思考というのは人や組織全体にアプロー

チする。この関係分 をするわけです。

生徒を変えるには、やっ り で 合的な学 の で、「自 を図ろう。自 的に取り組ませよう。

リア教 の 点を入れよう。先生方にはチーム担任制を取り入れて生徒 解を一 めよう」と、

それらを関 付けて取り組 のが「 果ループ図」です。この方が、一 果がある。良い をつく

ると言われます。 合的な学 の時 では、 者や も巻き込んで、 として生かすと一 良

い ができていく。 えが えると考えます。

3 点目です。変わらない学校に たな 組み、 を取り入れたということです。これについては

学校 の PDCA イクルがありますが、もうこれは が生じていると思います。 行事のように

学校 をする 、 分は変えることはできても学校全体を画期的に変えるというようなことにはなか

なか りません。 踏 に っている学校が いと思います。そういう で赤星さんは ブルル

ープ学 を組織に取り入れました。

これは ー ー・ ン の のシン ルループと ブルループですので、学校 の図 とはち

ょっと れるかもしれませんが、自分たちの従来からの 、 組みにとらわれて、PDCA をただ回

して 分を変えただけでは変わらない。チーム担任制とか 合の リ ム をみんなでやろうと

いう たな 組みを入れて考え直して、実際にやってみて 組みの 成をしていく。

赤星さんおっしゃったように なく今までやったものも大事にしながら、そこに改善の を入れ

ていった。今大事にしているものと しい 組みを入れたということが、まさに 2 つの ブルループに

なっています。この点でも を見出すことができました。

この赤星さんのプロジェクトに校内の全職員が参画してくれたということ。これはもうプロジェクトメン

バーに教職員を巻き込み、当事者意識を持てるようにしたわけです。未来を語り合う研修によって自

分の意見が反映され、自分たちが考え出した 2 つの取組みとなった。この自分事化ができたというの

は非常に大きいと思います。やらされ感はなく、取組みにパワーが生まれて責任を持ってやってくだ

さる状況ができたのです。

4 点目です。つまずきもありました。最初からうまくいかないこともチーム担任制ではありました。この

難しいこと、うまくいかない時にしっかりと対話をして待っていました。赤星さんが言った案に沿って、

みんながじゃあこれでやってみようって従順に従ってくれる。それは楽ではありますけれども、何も生

み出せないと思います。やはりチームにとってコンフリクト・対立・不一致・葛藤・衝突といったものもス

パイスになって大事なんです。それはやはりチームの一員が一人一人考えているということです。これ

は組織の改善にとっていいスパイスになっています。

ファシリテーションではコンフリクト解消のアプローチを 5 つ提案していますが、下から上に行くにつ

れて、いい改善のアプローチになっています。今回、協働とまではいかなかったかもしれませんが、生

徒たちのために「さあやろうか。これだったら自分たちにもできるよね」っていう折り合う点を見付けて

「ポジティブな妥協」をしました。このポジティブな妥協というのは決して悪いことではありません。これ

はコンフリクト解消のアプローチを図示したものですが、妥協というのも交換の範疇（はんちゅう）に入

り、ウィンウィンの関係を生み出します。協働はもっといいですね。創造的なアプローチですから。校

長先生が最初から尻込みしていたので校長がそう言うんだったらやめようかと回避していたのでは、

No-dealになって何も変わらない。生み出すことはできなかったわけです。そこをしっかりと待って教職

員が自分からやろうという気持ちになるまで働き掛けたこと、非常に良かったのではないでしょうか。

3

最後に 3 つ質問をさせていただきます。

1 点目です。今回は組織全体としては改善の糸口が見付かって動いていたと思います。組織として

実際に学ぶ組織にするには、一人一人に働き掛けること。一人一人が well-being や自分の目標を達

成したという成果の自己実現が大事です。一人一人が力を付けることが大事なんですが、そこら辺が

ちょっと読み取れなかったのでどんな働き掛け、対話をしてきたか教えていただきたいと思います。

2 点目ですが、学校改善を複雑系アプローチで捉え直して 3 つのアプローチを選んだわけですけ

れども、複雑系アプローチの良さっていうのは 3 つあれば、それを有機的に絡めながら相互作用を起

こしながら変えていくのが面白いんじゃないかと私は思うんです。しかし、実際にはできるところから一

つずつ進めていました。この長期的に行うことで複雑系アプローチの良さが見えにくくなっていないか。

それについて質問したいと思います。

3 つ目ですが、働き方改革を踏まえながら、今後本実践への継続のエネルギーがこの学校にあるか

どうか。これをお聞きしたいと思います。以上です。

赤星 1 つ目の 問に してですが、教員一 一 にどんな き けやどんな 話をしてきた

かについてです。 年 8 に取った意 調 になりますが、3 にもう一度 じ調 を

全教員に取ろうと思っています。というのも 8 に取って 12 に取るのでは 3 4
しかたっていない。といっても今 も 年ぐらいしかたっていないのですが、ま
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年間でどれぐらい先生方の 度や意 が変 しているかを したいと思っていま

す。今 の課題研究の 期 には間に合わなかったので、今年度中にもう一度、 問

調 を全教員にとって したいと考えています。

には本 に多くの教員と 話をしました。例えば地域との についてはもう教

と に をし、私は「いいだ学」の ーデ ー ーという を していました

ので、 のように教 と一緒に 合自 会の うに行き、地域との ションをやっ

ていきました。また教育課 についても、教務 と り し話をして、 に 校期間、

による 校が 1 間あったのでそこで学校行事、体育 とか合 とかについて、

全て日 を組み したのです。なので、それも めて教育課 と「いいだ学」の は

教務 と に 話をしてきました。

総合 は、 学年の さん、副 さんと話をしてきましたし、チーム に

ついては、1 年の学年 会にも何度も させてもらいました。中には、やはりどうし

てもやらされ感ですとか 感というのがあるような先生方もいましたが、とにかくそ

の時には自分がやっ り 手をリスペク して つというか、 し共感するス イル

で話を いて 点を見 けたというような になります。

2 つ目についてですが、長期的に行うことで複雑系アプローチの さが見えにくくな

らないかという点です。私 としては、複雑系アプローチ自体は長期的に行うものに

していると考えています。アクションを起こして、またそれが必 しもうまくいくと

は らない中で、 にはこうしていこうか、ああしていこうかというのを、 話を通し

て のアクションにつな ていく。そして、また のアクションにつな ていく。

そう考えていくと、もちろん 、 系というのとは違ってきます。最 は私、

複雑系を複 と考えて したりしてたんですが、複 って うとやっ り何かそれ

れの はそんなに まり合ってないようなイ ージがあって、それも ったりこない

かなという感じがして、やはり複雑に み合っているイ ージが一番 てはまるのが

「複雑系のアプローチ」と考えています。なので、やりながら修 していく、やりなが

ら修 していくということで、長期的な 点を に入れながらやれるアプローチが複

雑系のアプローチではないかと考えています。 えになっているか分からないんですが、

私の今、複雑系の えとしてはそのような感じです。

3 つ目の本実践の の ル ーについてです。 今の学校に ル ーはある

かないかって われると、やっ りないんじ ないかなと感じています。総体（全体）

で見るとそうですが、やっ り一 一 の先生で見るとすごい ーのある先生、

ル ーのある先生がたくさんいます。そういった先生方を 間に き れて き込んで

し つ ていく。あとは学校の ー ー ン、ミドルリーダーなどの ー ー ン

をしっかりと さえて 力していただきながら、 し つ 間を やしていくことが、

自分にできることかなと思っています。

それとはまた で子どもの （の変 ）も 力のあるものになると思うので、総合

学習だとかチーム で、子どもたちが しんでいる 、わくわくしている 、「で

きた」とか「分かった」という 、変 の が、先生方の ル ーになってくるので

はないかと思うので、子どもたちの も学校の の ル ーにはすごく必要になっ

てくると思います。
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年間でどれぐらい先生方の 度や意 が変 しているかを したいと思っていま

す。今 の課題研究の 期 には間に合わなかったので、今年度中にもう一度、 問

調 を全教員にとって したいと考えています。

には本 に多くの教員と 話をしました。例えば地域との についてはもう教

と に をし、私は「いいだ学」の ーデ ー ーという を していました

ので、 のように教 と一緒に 合自 会の うに行き、地域との ションをやっ

ていきました。また教育課 についても、教務 と り し話をして、 に 校期間、

による 校が 1 間あったのでそこで学校行事、体育 とか合 とかについて、

全て日 を組み したのです。なので、それも めて教育課 と「いいだ学」の は

教務 と に 話をしてきました。

総合 は、 学年の さん、副 さんと話をしてきましたし、チーム に

ついては、1 年の学年 会にも何度も させてもらいました。中には、やはりどうし

てもやらされ感ですとか 感というのがあるような先生方もいましたが、とにかくそ

の時には自分がやっ り 手をリスペク して つというか、 し共感するス イル

で話を いて 点を見 けたというような になります。

2 つ目についてですが、長期的に行うことで複雑系アプローチの さが見えにくくな

らないかという点です。私 としては、複雑系アプローチ自体は長期的に行うものに

していると考えています。アクションを起こして、またそれが必 しもうまくいくと

は らない中で、 にはこうしていこうか、ああしていこうかというのを、 話を通し

て のアクションにつな ていく。そして、また のアクションにつな ていく。

そう考えていくと、もちろん 、 系というのとは違ってきます。最 は私、

複雑系を複 と考えて したりしてたんですが、複 って うとやっ り何かそれ

れの はそんなに まり合ってないようなイ ージがあって、それも ったりこない

かなという感じがして、やはり複雑に み合っているイ ージが一番 てはまるのが

「複雑系のアプローチ」と考えています。なので、やりながら修 していく、やりなが

ら修 していくということで、長期的な 点を に入れながらやれるアプローチが複

雑系のアプローチではないかと考えています。 えになっているか分からないんですが、

私の今、複雑系の えとしてはそのような感じです。

3 つ目の本実践の の ル ーについてです。 今の学校に ル ーはある

かないかって われると、やっ りないんじ ないかなと感じています。総体（全体）

で見るとそうですが、やっ り一 一 の先生で見るとすごい ーのある先生、

ル ーのある先生がたくさんいます。そういった先生方を 間に き れて き込んで

し つ ていく。あとは学校の ー ー ン、ミドルリーダーなどの ー ー ン

をしっかりと さえて 力していただきながら、 し つ 間を やしていくことが、

自分にできることかなと思っています。

それとはまた で子どもの （の変 ）も 力のあるものになると思うので、総合

学習だとかチーム で、子どもたちが しんでいる 、わくわくしている 、「で

きた」とか「分かった」という 、変 の が、先生方の ル ーになってくるので

はないかと思うので、子どもたちの も学校の の ル ーにはすごく必要になっ

てくると思います。

あとは地域や学 の小学校。私、中学校なので、そういった学校間の も に大

事だと思います。本校は「いいだ学」は、とにかく地域の中で で発 すること

で、地域も き込んでいるので地域との もあるため、よしやっていこうとなります

し、来年度小学生にも発 しようという方向性になっています。小学校も き込みなが

ら、こういった の ル ーを 理のないところで させていきたいと考えてい

ます。

やっ り一番は、松本教育長もおっし りましたように、 の学校文化をどれだけ

していけるかになると思います。これにはもう 会 の後 しだとか 理職の力を

りながら 話を大事にしていきながら本実践の をしていきたいです。以上です。

小岱 私の うは理 できましたので、みなさまのお考えを かせて さい。

大 チ に の中 さまからご 問が来ていますので み上 ます。1 つ目が

総合的な学習の時間だけではなく教科 で取り組んでいない理 は何でしょうか。2
つ目の 問は、「 が実際に発生して 校になった以上、それを まえて な

学校の り方がデザインされる必要がありますが、生 が 的に ンテ ア活動し

た以 の行動変 はあったのでしょうか」です。

赤星 2 点目の うがすぐに えられるので共 をします。 ーデ ー ーとしてこのよう

な「いいだ学だより」を校内の教職員向けに発行をしましたが、第 12 で全校ではな

かったんですけど、2 年生に 15 による を けたアンケー を取りました。

その中で先 どの新 事は 3 年生でしたが、「実際に何か ンテ アじ な

くてもお手 いや かのために いたことをしましたか」を見ると、「はい」86 、64
の生 が を けても動き せていたことが分かります。その内 としては「 を

んだ、取りに行った」、「 ごみのごみ し」などになります。また「いいだ学」で学

んだことが生かされたと思ったかというところで、「 のこと」「共 の大 さ」「

を わない工夫」「 プや を うこと」など、まだ始めて 3 ぐらいでしたが、

やらないでいたら多分こういった はなかったと思うので、この 3 の中でも生

たちはちょっとした行動の変 はあったのかなと考えています。1 つ目の 問は し

く かせてください。

中 は ESD で始めようとされたということでしたので、総合を にされるのは いと

思うんですけど、総合だけで全 たされるわけはなく、理科なら理科、 会なら 会

でそれ れ う きものがあり、それを「 し」にして ー ルとしての学 のデ

ザインという にはされなかったのかというのが一つ。それから、2 の先 どの 問に

なるんですけども、実際に に われたということで、（中 ）、教職員も生 もそれ

を けて、 らなかったのは何かという方向に行かないとまた 起こったら、 も じ

こと り すという話になるので、そういった点での学 のデザインはありましたかと

いうことをお いしたいのです。

赤星 確かに 、私は ESD をやりたくて教職大学院の うに入学させていただいたんです

が、ここにあるように、 な 会の り手を育てる総合的な学習の時間の リ

ム開発は確かにあります。 これは ちょっと自分が ったというのがあっ

て、自分の思いだけで本校で っ っていくのではなく、本校の教職員や校長の思いを

しっかりと大事にしながら、本校に何が一番 した学校改 の リ ムになるかと

小岱
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いうのを考えるために研修会を行わせていただきました。その中で「総合」が今のとこ

ろ系 的ではないため、ま は系 的にやる きではないか。そして、地域との も

そこの中に めたらどうかというような意見がありました。

また校長からも小中一 教育が 市で始まりまして、その として総合を めたい

という思いがありまして、そのような思いを全て みて総合的な学習の時間の リ

ムを開発しようとなりました。そこに自分の思いを入れて「 な 会の り手

を育てる」を入れましたが、課題にもあるとおり、もう一番の取組みの課題はここです。

「地 で えて から動き せる」「ESD」とか「シンク・ ロー リー、アク

・ロー リー」といった生 の育成にまでは らなかったというのが、生 の 省や

教員の り りから明らかになっております。自分の中でも かったところだなと思っ

ております。（中 ）

アンケー では、「もっと学んでおけばよかったと思ったこと、生かされなかったこ

とは何ですか」も いています。最終的なところは学年 の教員に委ねたところがあっ

たので、2 年 の先生方がこの時点で 10 入るところだったので、 究のサイクルに

入っておりまして、その中で新たに を けるよりは、自分たちがこのように りな

かったなとか、もっと学んでおけばよかったなと思ったことを課題の うに 定をし

して課題を 定し、その課題に して 報 だとか整理分 、まとめ 現のサイク

ル、 究サイクルを していった になります。どこまでしっかりとできたかと われ

るとちょっと何とも いがたいのですが、この を けてもう一度デザインし すと

いうことはやらせていただきました。以上です。

大 中 さま、よろしいでしょうか。

中 これで大 夫です。

大 ご 問 、ご意見、ご感 でもよろしいですのでいかがでしょうか。 手していただい

てもチ に書き込んでいただいても大 夫です。

小岱 大 さん、 先生から手が がっています。

大 さま、お いいたします。

ス イド 27 になりますが、「ダイ ーシテ ー・ ジ ン の必要性」のお話があり

ましたが、「チームとしての学校」の にもつながると思っています。つまり、今 の

お話だと、 に先生の中でも多様な考え方とか立場とかス ンスがあるとのことですが、

今の「チームとしての学校」はもっと違う意 合いもあります。SC（スクール ウン

ー）が入ってくる、SSW(スクール ーシ ル ー ー)が入ってくるなど、全く立場

が違う たちが入ってくるのも めての「ダイ ーシテ ー・ ジ ン 」だと思い

ます。ものすごく理 的で必要だと思うのですが、 に しいと思うのですが、赤星

先生の中で、例えば一番その中でも を けた うがいいところとか、実際に取り組ん

でみてそう感じられたところ、またはこういうところは 理職じ ないと しいと思わ

れたところとか、立場・ によってやらなければいけないことが違うなと感じたとこ

ろとか、あれば教えて さい。

赤星 本 にこれはもう一番自分も んだのは 間 というか、いろんな考えを ってる方

が本 に多いので、だからこそ大事だなと考えています。自分が 意したと えば、と

にかく くという をしっかりと とうと思いました。自分はこうしたいっていう思
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いうのを考えるために研修会を行わせていただきました。その中で「総合」が今のとこ

ろ系 的ではないため、ま は系 的にやる きではないか。そして、地域との も

そこの中に めたらどうかというような意見がありました。

また校長からも小中一 教育が 市で始まりまして、その として総合を めたい

という思いがありまして、そのような思いを全て みて総合的な学習の時間の リ

ムを開発しようとなりました。そこに自分の思いを入れて「 な 会の り手

を育てる」を入れましたが、課題にもあるとおり、もう一番の取組みの課題はここです。

「地 で えて から動き せる」「ESD」とか「シンク・ ロー リー、アク

・ロー リー」といった生 の育成にまでは らなかったというのが、生 の 省や

教員の り りから明らかになっております。自分の中でも かったところだなと思っ

ております。（中 ）

アンケー では、「もっと学んでおけばよかったと思ったこと、生かされなかったこ

とは何ですか」も いています。最終的なところは学年 の教員に委ねたところがあっ

たので、2 年 の先生方がこの時点で 10 入るところだったので、 究のサイクルに

入っておりまして、その中で新たに を けるよりは、自分たちがこのように りな

かったなとか、もっと学んでおけばよかったなと思ったことを課題の うに 定をし

して課題を 定し、その課題に して 報 だとか整理分 、まとめ 現のサイク

ル、 究サイクルを していった になります。どこまでしっかりとできたかと われ

るとちょっと何とも いがたいのですが、この を けてもう一度デザインし すと

いうことはやらせていただきました。以上です。

大 中 さま、よろしいでしょうか。

中 これで大 夫です。

大 ご 問 、ご意見、ご感 でもよろしいですのでいかがでしょうか。 手していただい

てもチ に書き込んでいただいても大 夫です。

小岱 大 さん、 先生から手が がっています。

大 さま、お いいたします。

ス イド 27 になりますが、「ダイ ーシテ ー・ ジ ン の必要性」のお話があり

ましたが、「チームとしての学校」の にもつながると思っています。つまり、今 の

お話だと、 に先生の中でも多様な考え方とか立場とかス ンスがあるとのことですが、

今の「チームとしての学校」はもっと違う意 合いもあります。SC（スクール ウン

ー）が入ってくる、SSW(スクール ーシ ル ー ー)が入ってくるなど、全く立場

が違う たちが入ってくるのも めての「ダイ ーシテ ー・ ジ ン 」だと思い

ます。ものすごく理 的で必要だと思うのですが、 に しいと思うのですが、赤星

先生の中で、例えば一番その中でも を けた うがいいところとか、実際に取り組ん

でみてそう感じられたところ、またはこういうところは 理職じ ないと しいと思わ

れたところとか、立場・ によってやらなければいけないことが違うなと感じたとこ

ろとか、あれば教えて さい。

赤星 本 にこれはもう一番自分も んだのは 間 というか、いろんな考えを ってる方

が本 に多いので、だからこそ大事だなと考えています。自分が 意したと えば、と

にかく くという をしっかりと とうと思いました。自分はこうしたいっていう思

いはあるんですけど、でもそれをするためには多くの方の 力が必要になってくるので、

やはりそうするためには していただかないと動いていただけない。じ あ の先生

方はどんな考え っているのかをしっかりとま は こうと。しっかりとリスペク し

ようと考えてやりました。

その中でも に しさを感じたのは、手 き的なところなんですけど、本来ならば校

長や教 、学年 の先生に けば いというか プダウンに い はあるんですけ

ど、やっ り自分が今すごい大変だったのは、 の先生の いだったんです。その

先生は本 に力のある先生で、 職をされて として ク スでやってきた方が

副 という立場で、自分を通さなかったとか、総合 ではあるんですが、 のこと

もやらなければいけないなどがありました。生 指導 だとか授業 くりだとか全てに

通しているので、話を から いてくれない時もありました。でも、 えると

ご立 になられるので、手 きのところはここは まなき いけないなとかって し

というか、そういったところも大事にしていきながらいきました。

なので、その方の立場だとか、立場だけじ なくて、これまでの というか教員

とかそういったところまでしっかりと考えながら、お話・ 話をしていかなければいけ

ない。これから先もしっかりとそこには 意していきたいと感じたところです。

というところにすぐつながればいいけれども、なかなか しいって指定討論の中で

のお話でもあったかと思いますが、そこまでには多分お いの 感というか、 所と

いうか、どういうところから入れば一番通じるんだろう、 じ日本 でも話し方を変え

るとか いを変えるっていうところもあるかなと思うので、ま つくってから

めて に行けるのだと思いました。ありがとうございます。

大 発 の中でチーム が ていますけども、チーム を された方がいらっし

いましたら、そのご様子なんかお話しいただいてもよろしいかと思います。

松本 先 ど赤星先生の発 の中で 日と 日は にしたらいいというような話が学

年 から来たという話でした。 かったね、そんなような（調整を行ったことは）。

全 赤星さんの うように、向こうがいろんな り合いの 地点を してくれる時に、

「ありがとう。 そこまでなかった」と いながら、その たちにやって かったとか

考えて かったと思えるような（ にする）。あと、できれば校長先生や教 先生が学

校を られて「今日も学年 、おまえ 以上やのう」とか、うまいこと学校を っ

て められたりしながら、みんなでやることの を めれたらいいのかなと。

それから、さっき しの話もあったけど、そんなもん 間やもん。全 できるもの

なら赤星さん今 校長になっとるわ。だから、ごめん、ごめんって いながら、やっ

り分かってもらう。ちょっとでもみんなで考えてやることがいいところ 向かう。そん

なことを、時間かけて（やる）。南砺市も じです。

赤星 何度もすいませんと っと い けたと思います。これも（チーム学 ）、今年

職される先生が一番 がったんですね。なので、この年を すところまで行ってしま

ったのですが、 、副 。 に副 がこれに いことを 校でやっていて、こ

のやり方がいいんじ ないかっていうことで と は、もう学 というところで

り合う 地点を見 けたので、今年定年 職される方も「じ あやるよ、やってみよう

か」となって、「やってみたらやっ り かった」という感 をいただけています。本
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に 話を り していろんな から意見もらえたことはありがたいなと思います。

松本 本 やね。子どもにも「 くしなさい」と っているのだから、先生らが め合って

やらないなら、子どもがそんな子どもに育つは ない。本 に ってください。

赤星 ありがとうございます。

小岱 大 さん、最後に松本教育長さんがご発 くださったところで一点、 ス スクール

の リ って松本教育長さんに 問あったじ ないですか。それ今お えいただ

いたらどうですか。

大 チ の うに第 2 の 問の う がっています。そちらについてご をお

いいたします。

松本 が ESD ーデ ー ーとかも っと大学（教員）の時から務めましたが、学校教

育目 は、大体学校の 体性とか子どもの 体性とか 会性というか、一 の 間とし

て見る見方も ていますね。ところが、ESD ということになると、そこにもう一つ「多

様性を める」ことが がってくると思う。だから、 としての 体性だけじ なく

て「違っていてもいいから、それを く め合えるようなそんな 間をつくろう」と

いうところまで、 ス スクールになるということは、校長を中 にみんなが共通理

する。全員とにかく点 をあ ればいいではなく、みんなそれ れできることもでき

ないこともあるけど、 め合える 会にしていくという、そんな子どもをつくる先生

もお いにそういう先生にならないといけない。そこが ス スクールになる時の

なる学校教育目 との違いではないかと思っています。

大 まだまだお話ししたいのですが、これで第 の発 について終 します。

おわりに   プロジェクトリーダー 梅澤 収

シンポジウムの第 1 日目でしたが、ご さまでした。第 は、南砺市の教育改革の 3 年

間のご報告と、このモデル開発事業の わりについて ン ・感 をいただきました。

プロジ ク のそもそもは、南砺市の教育改革が最 は 本 の教育改革と じ義務

教育学校の で考えていることで 目し、それから、チーム学 や みを 20 日間

にするというお話を うなかで「なる ど、こういうやり方があるのか」と っくりしたので、

南砺市まで松本教育長を 問し、モデル開発事業を文科省・ ス 活動 に

して一緒にやらないかと要 したことを思い しました。その後、「自学の時間」だとか、「

活動改革」に取り組んで、今の文科省の政策よりももっと い 点から見て改革に 手してい

るのが、すごく魅力的でした。つまり、教育委員会も見方・考え方を かせたら、このように

今の現行の枠内でもすごいことができる。つまり、「 たり 」を見 すことで、教育委員会

も新しい取組みができる一つの だと思います。

指定討論者の さんからは、南砺市の教育改革の取組みを ジリ ンスという観点から見

していただきました。プロジ ク にはこの観点なかったですので、新 にお きしました。

今後どう活かしていくのかを考えていきたいと思いました。

に、第 は、現職大学院生の赤星さんの実践研究の報告でした。現職の大学院生が、本

プロジ ク のモデル開発の考え方を取り入れて、学校の中で学校改 のアクションリサーチ

をやったらどうであったかという報告でした。これは本 に らしいことだと思っていま
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に 話を り していろんな から意見もらえたことはありがたいなと思います。

松本 本 やね。子どもにも「 くしなさい」と っているのだから、先生らが め合って

やらないなら、子どもがそんな子どもに育つは ない。本 に ってください。

赤星 ありがとうございます。

小岱 大 さん、最後に松本教育長さんがご発 くださったところで一点、 ス スクール

の リ って松本教育長さんに 問あったじ ないですか。それ今お えいただ

いたらどうですか。

大 チ の うに第 2 の 問の う がっています。そちらについてご をお

いいたします。

松本 が ESD ーデ ー ーとかも っと大学（教員）の時から務めましたが、学校教

育目 は、大体学校の 体性とか子どもの 体性とか 会性というか、一 の 間とし

て見る見方も ていますね。ところが、ESD ということになると、そこにもう一つ「多

様性を める」ことが がってくると思う。だから、 としての 体性だけじ なく

て「違っていてもいいから、それを く め合えるようなそんな 間をつくろう」と

いうところまで、 ス スクールになるということは、校長を中 にみんなが共通理

する。全員とにかく点 をあ ればいいではなく、みんなそれ れできることもでき

ないこともあるけど、 め合える 会にしていくという、そんな子どもをつくる先生

もお いにそういう先生にならないといけない。そこが ス スクールになる時の

なる学校教育目 との違いではないかと思っています。

大 まだまだお話ししたいのですが、これで第 の発 について終 します。

おわりに   プロジェクトリーダー 梅澤 収

シンポジウムの第 1 日目でしたが、ご さまでした。第 は、南砺市の教育改革の 3 年

間のご報告と、このモデル開発事業の わりについて ン ・感 をいただきました。

プロジ ク のそもそもは、南砺市の教育改革が最 は 本 の教育改革と じ義務

教育学校の で考えていることで 目し、それから、チーム学 や みを 20 日間

にするというお話を うなかで「なる ど、こういうやり方があるのか」と っくりしたので、

南砺市まで松本教育長を 問し、モデル開発事業を文科省・ ス 活動 に

して一緒にやらないかと要 したことを思い しました。その後、「自学の時間」だとか、「

活動改革」に取り組んで、今の文科省の政策よりももっと い 点から見て改革に 手してい

るのが、すごく魅力的でした。つまり、教育委員会も見方・考え方を かせたら、このように

今の現行の枠内でもすごいことができる。つまり、「 たり 」を見 すことで、教育委員会

も新しい取組みができる一つの だと思います。

指定討論者の さんからは、南砺市の教育改革の取組みを ジリ ンスという観点から見

していただきました。プロジ ク にはこの観点なかったですので、新 にお きしました。

今後どう活かしていくのかを考えていきたいと思いました。

に、第 は、現職大学院生の赤星さんの実践研究の報告でした。現職の大学院生が、本

プロジ ク のモデル開発の考え方を取り入れて、学校の中で学校改 のアクションリサーチ

をやったらどうであったかという報告でした。これは本 に らしいことだと思っていま

す。というのは、これからの教職大学院生はこういう考え方と手法でやっていくことで、今の

教育政策や学校のいろんな複雑な課題を自分たちで工夫してやっていくための「モデルケース

（事例）」であると考えています。事例というのは、総合の学習にこれを入れればいいとか、

授業実践を研究すればよいのではなく、学校や教師や子どもたち・家庭や地域で何が今問題に

なっているのかを全体的な構図を描いて、何ができるのかを考えて実践していく。現職教員の

方（かた）が院生として来る魅力は、学校だけに所属して勤務するのとは違った立場、つまり

大学院生の立場を活かして、アクションリサーチの手法による取組みと実践（行動）ができる

ことだと思うんです。教職大学院がこの観点で学修システムをデザインしたら、これからの新

しい教職大学院の方向性となると考えています。指定討論者の小岱先生には、赤星さんの副指

導教員を務めていただいた中で感じたことをお話しいただくとともに、赤星さんの実践研究報

告の意義、成果と課題についてお話しいただきました。様々な議論が活発に行われて、充実し

たものとなりました。

教育委員会の松本教育長、それから学校のミドルリーダー/現職院生の実践研究の赤星先生

に共通しているのは、「行動を起こしている」ということです。考え方がいろいろ多様にある

中で「これをやってみよう」とつくり込んでいく、その取組みによって新しい方向性もできて

くると思います。

私は、今の政策と教育委員会の施策、そして学校現場を往還して、取組み（実践）をすぐ始

める考え方（枠組み）が必要と考えています。というのは、今度の学習指導要領改訂は文科省

の文書を見ると 2027 年改訂予定です。現行学習指導要領の改訂は 2017 年でしたからこれま

でのペースでは 10 年ごとですからそうなりますよね。しかし、これまでのように完全実施が

3 年後としたら 2030 年ですよね。そうしたら、ESD for 2030（SDGs）の取組みは、もう終

わる時期に始めますとなるのです。このような学校改革の政策は、変化の激しい時代の大きな

転換期にあっては間に合わない。だから、「政策⇔教育委員会⇔学校現場が往還しながら一緒

に調整しながら取組みましょう」という枠組みが必要だと思っています。これが、内発的な実

践の枠組み、複雑系アプローチのめざしている考え方です。

南砺市の松本先生、それから赤星さんがやってくれた実践研究を見るにつけ、理論的にはこ

の方向性が一番いいのではないかと思います。また、教員養成・研修でも、実習や研修を「政

策⇔教育委員会⇔学校現場」が往還して一体的にやること、それも即時に始める必要があると

思います。UNESCO の国際的な教育の方向性が明確になってきたわけですから、それに向か

ってどう取り組んでいくかを、「モデル開発」として理論的に整理できると思っているところ

です。以上で第 1 日目シンポジウムの最終的なまとめとさせていただきます。
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闘曇朦化ふじのくにコンソーシアムブロジェクト
鰭3■シンポジウム 2(0)23。2。26

「持続可能な学校づくりのための学校改善に襲する研究
～システム思考と複維系アプロ＿チによるアクションリわーチ～」

指定討論

． 
静岡大学教職大学院小岱和代
konuta.kazuyo@shizuoka.ac.jp 

1 この実践 研究の意義 I 

①学校改善の実践研究を担う教職大学院生として、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

②ジステム思者、複雑系アプローチなとの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を図っ
た。

③変わらない学校に新たな枠組み・価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

④難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなと、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

2
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この実践 研究の意義 l 

①学校改善の実践研究を担う教職大学院生として、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

②システム思考、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を圏っ
た。

3：変わらない学校に新たな枠組み価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

4難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなど、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

3
 

口①②に関連して7
学校における中堅教職員（ミドルリーダー）の役割 I

●「教育者としての使命感」をベースにもち、学校に

期待される目的・目標を達成する「学校のキーパー

ソン」としての責任感。

1 学校ビジョン構築への参画と教育活動の推進

2 職場の活性化

3 同僚教職員の指導・育成

4 学校外部との折衝・対応

【文部科学省マネジメント研修カリキュラム等開発会議(2000)
「学校組織マネジメント研修」
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1 ダイバージティ時代の課題解決と組織の活性化

①多様な意見を引き出す。
②語り合って言葉の通じる仲間になる。
③アクションを起こすための共通言語を見つける。

8 己 昌
1ミドルリーダーI管 理 職 IIベテラン教員I

i □〕共通言語化：

図琶］図□ □ 8ロ
5
 

1 組織に求められるファジリテーション型リーダー

6
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| 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」 | 

2日本型学校教育の成り立ちと成果、直面する課題と新たな動きについて

「日本型学校教育」とは？
【子供たちの知徳•体を一体で育む

学校教育】

■学智機会と学力の保障

■全人的な発達•成長の保障
・射本的精神的な健康の保障

｛【成果】
〇国際的にトップクラスの学力
〇学力の地域差の縮l」¥

慢き題蒻環盪欝幽し邸墨委--------
【今日の学校教育が直面している課題】

・子供たちの多様化
•生徒の学習意欲の低下
・教師の長時間労働
・情報化への対応の遅れ
・少子化•人口減少の影響

.. ・感染症への対応-----------------------------------

I新しい動き I
I-----------------------------------̀ 
i●新学習指導要領の着実な実施

}●学校における働き方改革

leGIGAスクール構想...----------------------------------J 

▽ 
「正解主義」や

「同調圧力」へ

の偏りからの
脱却

一人一人の子
供を主語にす
る学校教育の

実現

「日本型学校教育」の良さを受け継ぎ、さら
に発展させる新しい時代の学校教育の実i
【中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を

目指して（答申）」総論解説(R3.1.26)を元に作成】

| 2つの分析手法 I 

ロジカル・シンキング
・対象：物や技術
•原理：直線的因果律（要因分析）
・具体例：なぜなぜ分析
・対策：原因を取り除く

直亘）

＠ 

システム・シンキング（システム思者）
・対象：人や組織
•原理：円環的因果律（関係分析）
・具体例：因果ループ図
・対策：良い（盾環をつくる、悪循環
を取り除く

8
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この 実 践研究の意義
わ学校改善の夫ば研らこ逗ノ教職入ナ加工←して、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

2)システム思者、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を國っ
だ。

③変わらない学校に新たな枠組み•価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

4難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなど、 J~\から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

，
 ・駒卵鰤諏・

グランドデザインの作成
学校経営計画の作成

改善への取組
•取組の見直し
と充実

計画に基づく取組
・学習指導の充実

•生徒指導の充実

D¥ 
・学校運営の充実

等
・l 
C 
／取組の検証・評価

・学校評価

・学校関係者評価

10 
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＇蒲寧紺諏環閾閾請卑暉藍臼叫 9J誓籍囀

□ Doing 

観察
Observing 

Reflecting 

決定
Deciding 

四みの
再構成

Reframin_g 

／＼ 
再者

Reconsidering 

沙り・ル・ループの省察
Single-loop Reflection 

ダプル・ループの省察
Double-loop Reflection 

図：省察のジングル・ループとダプル・ルー
出典：「P.Senge et al., Schools加atLearn: A Fifth Discipline Reldoook for Educators, Parents, and Everyone Who 

Care如 Educatbn(Updated & Revised), Crown Business, 2012, P.153.」を元に作成 11 

.』l司郎訓沿魂芽年焙非徊にわ年ー
・プロジェクトメンバーに巻き込み、当事者意識を
もてるようにす

・自分の意見が反映されているという状況をつくる

自分事化 ＊吟 （やらされ

•取組にパワーが
生まれる

・責任を持って
やり遂げる

・動かない

・無責任

12 
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この 実 践研究の意義
わ学校改善の夫ば研らこ逗ノ教職入ナ加工←して、在籍校
においてはミドルリーダーとして行った組織開発の事例
である。

2)システム思者、複雑系アプローチなどの理論を基にして
いるが、実践は分かりやすく取組みやすい。学校改善は
まだ道半ばだが、研修の仕組みにより全体最適化を國っ
だ。

3)変わらない学校に新たな枠組み価値観を創り、変化を
起こした。 （学び合う組織、求められる資質能力を育
む探究的な学び、独自性のあるチーム担任制）

④難しいこと、うまくいかないときこそ対話を大事にして
待つなと、心から目指したい共有ビジョンや自発性を
大事にしていた。

13 

．馳阻鰤諏・

■コンフリクトとは
対立、不一致、葛藤、衝突、紛争・・・

信念倫理
文化哲学

゜

。O

基準常識
価値観

■コンフリクトの意義

コンフリクトはチームに活力と新しい視点を与えます。

異なる者えがぶつかり合うことで、創造的に新しい者え

が生み出される可能性があります。 14 
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1 コンフリクト解消のアプローチ I 

■協働：協力し合って両立する方策を考え出す

■説得：相手を納得させて自分の主張を通す

■譲歩：自分の主張をあきらめて相手に譲る

■回避：対立を避けて解消を先送りする
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I 質 問 I 

① 組織の一人一人に働きかける場面や、一人一人の
well-beingや自己実現 （自分の目標を達成した）
への成果が読み取れなかったが、とんな働きかけ、
対話をしてきたのだろうか。 ［関連：スライド25、30]

② 学校改善を複雑系アプローチで捉えなおし3つの
アプローチを選んだが、実践についてはできるとこ
ろから一つすつ進めていた。長期的に行うことで複
雑系アプローチのよさが見えにくくならないか。

［関連：スライド8、29]

③働き方改革を踏まえながら、今後本実践への継続の
エネルギーが学校にあるかとうか。

［関連： スライ ド25、29]17 

I 引用・ 参者文献 I 

・篠原清昭(2012)『学校改善マネジメン ト』ミネルヴァ書房

・杉田敏(2004)『人を動かす！話す技術』 PHP新書

•中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して
（答申）」総論解説 (R3.1.26)

・文部科学省マネジメント研修カリキュラム等開発会議(2000)「
学校組織マネジメント研修」

• 堀公俊(2003) 「問題解決ファジリテーター 『フ ァシリテージョ
ン能力』養成講座」束洋経済新報社

• P. Senge et al.「Schoolsthat Learn: A Fifth Discipline 
Fieldbook for Educators, Parents, and Everyone Who 
Care About Education (Updated & Revised)」
CrownBusiness(2012) P153 
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